


 

 
 
 
 
 
 
○「障害

しょうがい
」の「害

がい
」の表記

ひょうき
について 

町田市
ま ち だ し

では、ノーマライゼーション社会
しゃかい

の実現
じつげん

をめざし、心
こころ
のバリアフリー

を推進
すいしん
するため、市

し
が使

つか
う「障害者

しょうがいしゃ
」などの表記

ひょうき
について、「障害

しょうがい
」というこ

とばを「ひと」について使用
しよう
する場合

ばあい
は、「 障

しょう
がい」と表記

ひょうき
するか、可能

かのう
な

場合
ばあい
は他
ほか
のことばで表現

ひょうげん
しています。 

ただし、国
くに
の法令

ほうれい
や町田市

ま ち だ し
以外
いが い
の地方

ちほう
公共
こうきょう

団体
だんたい

条例
じょうれい

・規則
きそく
などにもとづく

制度
せいど
、施設名

しせつめい
、あるいは団体

だんたい
等
とう
の固有

こゆう
名詞
めい し
についてはそのままの表記

ひょうき
とします。 

 
○「障

しょう
がいのある人

ひと
」と「障

しょう
がい者

しゃ
」の表現

ひょうげん
について 

この計画
けいかく

では、基本的
きほんてき

に「 障
しょう
がいのある人

ひと
」という表現

ひょうげん
を使

つか
っています。

「障
しょう
がい者

しゃ
」については、固有

こゆう
名詞
めいし
として使

つか
われている場合

ばあい
のみとしています。 

 
○ S P

エスピー
コードについて 

本計画書
ほんけいかくしょ

には、各頁
かくぺーじ

に S P
エスピー

コードがついています。S P
エスピー

コードは、紙
かみ
に掲載

けいさい

された情報
じょうほう

をデジタルに変
か
え、専用

せんよう
の読取

よみとり
装置
そう ち
を利用

りよう
することにより、情報

じょうほう
を

音声
おんせい

で聞
き
くことができます。目

め
の不自由

ふ じ ゆ う
な方

かた
への情報

じょうほう
バリアフリーとして利用

りよう

されています。なお、別途
べっと
、点字版

てんじばん
、テープ版

ばん
、ＤＡＩＳＹ

デ イ ジ ー
版
ばん
を作成

さくせい
していま

す。 
 
 
 

 

  

表紙
ひょうし
の絵

え
：市内

しない
にあるクラフト工房

こうぼう
LaMano
ラ・まの

に通う  

尾崎
おざき
文
ふみ
彦
ひこ
さんが描

えが
いた作品

さくひん
です 



 

第
だ い

５次
じ

町
ま ち

田
だ

市
し

障
しょう

がい者
しゃ

計
け い

画
か く

の策定
さく て い

にあたって 
 

近年
きんねん

、障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

の批准
ひじゅん

や障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

の

施行
しこう
など 障

しょう
がい者

しゃ
施策
しさ く
をとりまく法

ほう
制度
せい ど
は大

おお
きく変

か
わって

きています。このような 状 況
じょうきょう

の中
なか
、今回

こんかい
の第

だい
５次

じ
町田市
ま ち だ し

障
しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

を策定
さくてい

いたしました。 

今回
こんかい

の第
だい
5次
じ
町田市
ま ち だ し

障
しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

の策定
さくてい

の特色
とくしょく

としては、

大
おお
きく分

わ
けて２点

てん
挙
あ
げられます。１点目

てんめ
は、諮問

しもん
をおこなっ

た町田市
ま ち だ し

障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎか い
のもとに 障

しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

部会
ぶか い
を設置

せっち
し、委員

いいん
として多

おお
くの 障

しょう
がいのある人

ひと
にご参加

さんか
いただいたことです。

障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

のスローガンである「わたしたち抜
ぬ
きに、わたしたちのことを決

き

めないで」を大切
たいせつ

にし、肢体
したい
、知的

ちてき
、聴覚

ちょうかく
、視覚

しかく
、精神

せいしん
に障

しょう
がいのある人

ひと
、難病

なんびょう

のある人
ひと
、障

しょう
がいのある人

ひと
の家族

かぞく
などに委員

いいん
として参加

さんか
していただき、検討

けんとう
をすす

めてきました。２点目
てんめ
の特徴

とくちょう
といたしましては、福祉

ふくし
部門
ぶも ん
以外
いが い
の部署

ぶしょ
も部会

ぶかい
に参加

さんか

し、この計画
けいかく

の策定
さくてい

に 携
たずさ
わってきたことです。障

しょう
がい者

しゃ
施策
しさ く
は福祉

ふくし
の分野

ぶんや
だけに

留
とど
まらず、多岐

た き
に渡

わた
るため、全庁的

ぜんちょうてき
な体制

たいせい
でとりくんでまいりました。 

本
ほん
計
けい
画
かく
は、分

ぶん
野
や
ごとに現状

げんじょう
を把握

はあく
した上

うえ
で、課題

かだい
を見出

みいだ
し、とりくみとして施策

しさく

の方向性
ほうこうせい

をまとめております。パブリックコメントではたくさんのご意見
いけん
をいただ

き、部会
ぶかい
で検討

けんとう
を重

かさ
ねました。今

こん
後
ご
は、本計画

ほんけいかく
で定

さだ
めた３つの目標

もくひょう
の実現

じつげん
に向

む
けて、

障
しょう
がい者

しゃ
施
し
策
さく
を着

ちゃく
実
じつ
にすすめてまいります。 

最
さい
後
ご
になりますが、本

ほん
計
けい
画
かく
の策

さく
定
てい
にあたりご尽

じん
力
りょく
をいただきました町

まち
田
だ
市
し
障
しょう
が

い者
しゃ
施
し
策
さく
推
すい
進
しん
協
きょう
議
ぎ
会
かい
および、町田市

ま ち だ し
障
しょう
がい者

しゃ
計
けい
画
かく
部
ぶ
会
かい
の委

い
員
いん
の皆様

みなさま
をはじめ、貴

き

重
ちょう
なご意

い
見
けん
やご提

てい
案
あん
をお寄

よ
せくださった市

し
民
みん
の皆

みな
さまに心

こころ
より感

かん
謝
しゃ
申
もう
し上

あ
げます。 

 

2016年
ねん
３月

がつ
     

町
まち
田
だ
市
し
長
ちょう
 石

いし
阪
ざか
 丈

じょう
一
いち
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第
だ い

１章
しょう

 計
け い

画
か く

の理
り

念
ね ん

と基
き

本
ほ ん

方
ほ う

針
し ん

 
１－１．一番

い ち ば ん

だいじにしたいこと（基本
き ほ ん

理念
り ね ん

） 
 
 

町田市
ま ち だ し

では、障
しょう
がいのある人

ひと
の施策

しさく
について1998年

ねん
からずっと、このテー

マをだいじにしてきました。わが国
くに
が障害者

しょうがいしゃ
権利
けん り

条約
じょうやく

を受
う
け入

い
れたことをふま

え、「いのちの価値
か ち
」の意味

い み
を次

つぎ
のような視点

してん
から深

ふか
めてみました。 

 

「生命
せいめい

」の意味
い み
の「いのち」 

障
しょう
がいがある人

ひと
もない人

ひと
もみんな、さずかった命

いのち
 

を大切
たいせつ

にして生
い
きる権利

けんり
をもっています。 

 

「人生
じんせい

」の意味
い み
の「いのち」 

障
しょう
がいがある人

ひと
もない人

ひと
もみんな、母親

ははおや
のおなかの中

なか
で生

せい
を受

う
け、成長

せいちょう
と 

ともに学校
がっこう

に通
かよ
ったり、仕事

しごと
や活動

かつどう
をしたり、家庭

かてい
 

をつくったり、豊
ゆた
かな老後

ろうご
をすごすなど、自分

じぶん
の意

い
 

思
し
で選

えら
んだ人生

じんせい
をおくる権利

けんり
をもっています。 

 

「生活
せいかつ

」の意味
い み
の「いのち」 

障
しょう
がいがある人

ひと
もない人

ひと
もみんな、自分

じぶん
の意思

い し
 

でえらび、働
はたら
き、地域

ちいき
の中

なか
で暮

く
らし、仲間

なかま
とすご 

し、自分
じぶん
らしく生活

せいかつ
する権利

けんり
をもっています。 

 

これらの「いのち」の価値
か ち
は、障

しょう
がいのある人

ひと
もない人

ひと
もみんな平等

びょうどう
です。 

町田市
ま ち だ し

では、市民
しみん
のだれもがもつこれらの権利

けんり
を、一番

いちばん
だいじにしたいことと

して位置
い ち
づけています。  

いのちの価値
か ち

に優劣
ゆ う れ つ

はない
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１－２．大切
た い せ つ

にしたい考
かんが

え方
か た

（基本
き ほ ん

方針
ほ う し ん

） 
町田市
ま ち だ し

は、この計画
けいかく

をつくるにあたって、大切
たいせつ

にしたいことを明
あき

らかにし、

それを常
つね

に意識
いしき

して検討
けんとう

をすすめました。 

（１）「障
しょう

がいのある人
ひと

」のとらえ方
かた

をひろげる 

「障
しょう
がいのある人

ひと
」とは、障害者

しょうがいしゃ
手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

だけではありません。身体
しんたい

、

知的
ちてき
、精神

せいしん
の 障

しょう
がいだけでなく、身体

しんたい
や精神

せいしん
のさまざまな機能

きのう
の 障

しょう
がいや

難病
なんびょう

などによって、まわりの人
ひと
や社会

しゃかい
環境
かんきょう

との間
あいだ
において障壁

しょうへき
のある人

ひと
とと

らえます。 

この計画
けいかく

では、「障
しょう
がいのある人

ひと
」を単

たん
に支援

しえん
される対象

たいしょう
としてみるだけで

なく、自
みずか
らの意思

い し
によって社会

しゃかい
に参画

さんかく
する主人

しゅじん
公
こう
としてとらえました。 

 

（２）自分
じ ぶ ん

で決
き

めることを大切
たいせつ

にする 

障
しょう
がいのある人

ひと
が、等

ひと
しく基本的

きほんてき
人権
じんけん

を有
ゆう
するかけがえのない個人

こじん
として

尊重
そんちょう

され、必要
ひつよう

な支援
しえん
を受

う
けながら、自分

じぶん
のことを自分

じぶん
で決

き
めることも尊重

そんちょう
さ

れなければなりません。今回
こんかい

の計画
けいかく

策定
さくてい

では、障
しょう
がいのある人

ひと
やその家族

かぞく
が、

主体的
しゅたいてき

に関
かか
わることができるよう配慮

はいりょ
するとともに、その意見

いけん
を尊重

そんちょう
しまし

た。 
 

（３）さまざまな障
しょう

がいや個別
こ べ つ

の状 況
じょうきょう

に配慮
はいりょ

する 

障
しょう
がいのある人

ひと
といっても状 況

じょうきょう
はさまざまです。とくに障

しょう
がいのある女性

じょせい

については、障
しょう
がいに加

くわ
えて女性

じょせい
であることによって、さらに困難

こんなん
な 状 況

じょうきょう
に

おかれている場合
ばあい
があります。また、障

しょう
がいのある子

こ
どもには、成人

せいじん
の障

しょう
がい

のある人
ひと
とは違

ちが
う支援

しえん
の必要性

ひつようせい
があります。 

施策
しさく
の検討

けんとう
にあたっては、性別

せいべつ
、年齢

ねんれい
、国籍

こくせき
、障

しょう
がいの状態

じょうたい
、生活

せいかつ
の実態

じったい
な

どのほか、発達障
はったつしょう

がい、難病
なんびょう

、高
こう
次
じ
脳
のう
機
き
能
のう
障
しょう
がい、視聴覚

しちょうかく
の障

しょう
がいをあわせ

もつなど、個別
こべつ
の状 況

じょうきょう
に十分

じゅうぶん
留意
りゅうい

しました。 
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１－３．この計画
け い か く

でめざすもの（施策
し さ く

の目標
もくひょう

） 
町田市
ま ち だ し

は、５年後
ねんご

の2020年
ねん

にめざす社会
しゃかい

を以下
い か

のように定
さだ

めます。 

（１）差別
さ べ つ

のない社会
しゃかい

 

障
しょう
がいを理由

りゆう
とした差別

さべつ
に加

くわ
え、合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ

※をおこなわないことも差別
さべつ
と

なります。すべての人
ひと
が障

しょう
がいについての理解

りかい
を深

ふか
め、障

しょう
がいの有無

う む
によって

分
わ
けへだてられることなく、人格

じんかく
と個性

こせい
が尊重

そんちょう
される差別

さべつ
のない社会

しゃかい
をめざし

ます。 
 

（２）障壁
しょうへき

のない社会
しゃかい

 

障
しょう
がいのある人

ひと
も安心

あんしん
して生活

せいかつ
でき、あらゆる活動

かつどう
に参加

さんか
できるように、そ

れを制限
せいげん

しているものや慣例
かんれい

などの困難
こんなん

・障壁
しょうへき

を取
と
りのぞき、制度

せいど
・施設

しせつ
・

設備
せつび
・サービス・情報

じょうほう
などを利用

りよう
しやすい社会

しゃかい
をめざします。 

 

（３）ともに生
い

きられる社会
しゃかい

 

障
しょう
がいのある人

ひと
が人生

じんせい
のさまざまな場面

ばめん
で適切

てきせつ
な支援

しえん
を受

う
けながら、どこで

誰
だれ
と暮

く
らすか自

みずか
ら選

えら
ぶ機会

きかい
が確保

かくほ
され、障

しょう
がいのある人

ひと
とない人

ひと
がともに育

そだ

ち、働
はたら
き、暮

く
らすことができる社会

しゃかい
を、すべての市民

しみん
とともにつくることをめ

ざします。 
 
 

※合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

： 障
しょう
がいのある人

ひと
がない人

ひと
と同等
どうとう

に暮
く
らしたり 働

はたら
いたりといったいろ

いろな活動
かつどう

をする上
うえ
で、必要

ひつよう
な変更
へんこう

をしたり調 整
ちょうせい

したりすることです。 

障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

により、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

は 障
しょう
がいのある人

ひと
から何

なん
らかの配慮

はいりょ
をも

とめられた時
とき
、過度

か ど
の負担

ふたん
のない範囲

はんい
で、社会

しゃかい
の側
がわ
の責任
せきにん

でやらなければならない

ことが明確
めいかく

にされました。また、 障
しょう
害
がい
者
しゃ
基
き
本
ほん
法
ほう
と 障
しょう
害
がい
者
しゃ
差
さ
別
べつ
解
かい
消
しょう
法
ほう
では合

ごう
理
り
的
てき

配
はい
慮
りょ
をおこなわないことも差別

さべつ
になるとされ、行 政

ぎょうせい
機関
きかん
にはおこなうことが義務

ぎ む
づ

けられました。 

なお、この計画
けいかく

では、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を、「 障
しょう
がいに応

おう
じた配慮

はいりょ
」や「 障

しょう
がいに応

おう

じた配
はい
慮
りょ
や支援
しえん
」などと表 現

ひょうげん
している場合

ばあい
もあります。  
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１－４．計画
け い か く

の特色
とくしょく

 
この計画

けいかく
は、町田市

ま ち だ し
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさ く
推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

に計画
けいかく

の策定
さくてい

に関
かん
することを

諮問
しもん
し、この協議

きょうぎ
会
かい
のもとに障

しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

部会
ぶか い
をおいて検討

けんとう
をすすめました。

障
しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

部会
ぶか い
は、身体

しんたい
や知的

ちてき
、精神障

せいしんしょう
がいのある人

ひと
、難病

なんびょう
のある人

ひと
など

を加
くわ
え、部会

ぶかい
委員
いい ん
の半数

はんすう
以上
いじょう

を 障
しょう
がいのある人

ひと
で構成

こうせい
しました。このことは、

障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

のスローガンである「わたしたち抜
ぬ
きに、わたしたちのことを

決
き
めないで」の町田

まちだ
市
し
におけるとりくみの第一歩

だいいっぽ
となりました。 

障
しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

部会
ぶか い
では、さまざまな障

しょう
がいのある人

ひと
が議論

ぎろん
に参加

さんか
できるよう

に、会議
かいぎ
のすすめ方

かた
について配慮

はいりょ
や工夫

くふう
をしました。また、ふだん、障

しょう
がいの

ある人
ひと
と接

せっ
する機会

きかい
の少

すく
ない、障

しょう
がい福祉

ふくし
部門
ぶも ん
以外
いが い
の各課

かくか
の担当者

たんとうしゃ
も障

しょう
がい者

しゃ

計画
けいかく

部会
ぶか い
に参加

さんか
し、全庁的

ぜんちょうてき
な体制

たいせい
で計画

けいかく
づくりにとりくむと同時

どうじ
に、障

しょう
がいに

ついての理解
りかい
をすすめる場

ば
ともしてきました。 

この計画
けいかく

は、わが国
くに
が批准

ひじゅん
した障害者

しょうがいしゃ
権利
けん り

条約
じょうやく

の 考
かんが
え方

かた
を基本

きほん
においた

構成
こうせい

、内容
ないよう

としました。そのため、第
だい
４次

じ
町田市
ま ち だ し

障
しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

までとりあつか

ってこなかった分野
ぶんや
についても触

ふ
れ、いっそう幅広

はばひろ
い内容

ないよう
としています。なお、

障害者
しょうがいしゃ

権利
けん り

条約
じょうやく

の 考
かんが
え方

かた
を実現

じつげん
する上

うえ
で町田

まちだ
市
し
だけでは解決

かいけつ
ができない課題

かだい

については、第
だい
４章

しょう
で問題

もんだい
提起
てい き
しています。 

 
 
 
 
 
 

  

障
しょう

がい者
しゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

とは 

2010年
ねん
11月

がつ
、市

し
は障

しょう
がいのある人

ひと
の施策

しさく
を総合的

そうごうてき
に協議

きょうぎ
するため、市

し

の附属
ふぞく
機関
きか ん
として「町田市

ま ち だ し
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎか い
」を設置

せっち
しました。

この 協
きょう
議会
ぎか い
は、 障

しょう
がいのある人

ひと
の施策

しさく
に関

かか
わる２つの計画

けいかく
「 障

しょう
がい者

しゃ

計画
けいかく

」「障
しょう
がい福祉

ふくし
事業
じぎょう

計画
けいかく

」を検討
けんとう

するとともに推進
すいしん

していく役割
やくわり

をに

ないます。検討
けんとう

および推進
すいしん

にあたっては、協
きょう
議会
ぎか い
のもとに部会

ぶかい
を設置

せっち
し、

就労
しゅうろう

・生活
せいかつ

支援
しえ ん
、相談

そうだん
支援
しえ ん
、 障

しょう
がい児

じ
支援
しえん
および必要

ひつよう
な個別

こべつ
の施策

しさく
につ

いて、協議
きょうぎ

します。 
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第
だ い

２章
しょう

 障
しょう

がい者
し ゃ

計
け い

画
か く

の策定
さ く て い

にあたって 
２－１．計画

け い か く

の位置
い ち

づけと期間
き か ん

 
（１）計画

けいかく

の位置
い ち

づけ 

この計画
けいかく

は、町田市
ま ち だ し

基本
きほ ん
構想
こうそう

を受
う
けて策定

さくてい
する部門

ぶもん
計画
けいかく

のひとつです。しか

し、障
しょう
がいのある人

ひと
の施策

しさく
全般
ぜんぱん

に関
かか
わる計画

けいかく
であることから、全庁的

ぜんちょうてき
な視点

してん
を

もって策定
さくてい

する計画
けいかく

とします。 

この計画
けいかく

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい
11 条

じょう
第
だい
３項

こう
に規定

きてい
する「市町村

しちょうそん
障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」

として策定
さくてい

します。この計画
けいかく

では、障
しょう
がいのある人

ひと
の施策

しさく
の基本

きほん
理念
りね ん
や、さま

ざまな分野
ぶんや
の施策

しさく
の方向性

ほうこうせい
を示

しめ
します。 

障
しょう
がいのある人

ひと
の施策

しさく
の計画

けいかく
としては、この計画

けいかく
のほかに障

しょう
がい福祉

ふくし
事業
じぎょう

計画
けいかく

があります。今後
こんご
、市

し
は、この２つの計画

けいかく
を次

つぎ
のように位置

い ち
づけます。 

なお、この２つの計画
けいかく

は、今
いま
のところ異

こと
なる計画

けいかく
期間
きか ん
で策定

さくてい
されていますが、

今後
こんご
、一体的

いったいてき
に策定

さくてい
することを検討

けんとう
していきます。 

 

 町田市
ま ち だ し

障
しょう
がい者

しゃ
計画
けいかく

 町田市
ま ち だ し

障
しょう
がい福祉

ふくし
事業
じぎょう

計画
けいかく

 

法的
ほうてき

な位置
い ち

づけ 
・障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に基
もと
づく

「市
し
町
ちょう
村
そん
障
しょう
害
がい
者
しゃ
計
けい
画
かく
」 

・障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえ ん
法
ほう
に基

もと
づく「市

し
町
ちょう

村
そん
障害
しょうがい

福祉
ふく し
計画
けいかく

」 

計画
けいかく

の性格
せいかく

 ・ 障
しょう
がいのある人

ひと
の施

し
策
さく

の基
き
本
ほん
計
けい
画
かく
 

・国
くに
が定

さだ
める基本

きほん
指針
しし ん

に沿
そ
って障害

しょうがい

福祉
ふく し

サービス、相談
そうだん

支援
しえ ん

や地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえ ん
事業
じぎょう

の提供
ていきょう

体制
たいせい

について定
さだ
める

計画
けいかく

 

策定
さくてい

の内容
ないよう

 ・ 障
しょう
がいのある人

ひと
の施策

しさく

の基
き
本
ほん
理
り
念
ねん
や方

ほう
向
こう
性
せい
 

・障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえ ん

法
ほう
の各種

かくしゅ
サービス

（施設
しせつ
通所
つうしょ

、ホームヘルプ、短
たん
期
き
入
にゅう

所
しょ
など）の需要

じゅよう
見込量
みこみりょう

や達成
たっせい

目標
もくひょう

 

・ 障
しょう
がい者

しゃ
計
けい
画
かく
で示

しめ
した基

き
本
ほん
的
てき
な

方向性
ほうこうせい

を具
ぐ
体
たい
化
か
するための施

し
策
さく
や事

じ
業
ぎょう
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（２）関連
かんれん

する他
た

の計画
けいかく

との位置
い ち

づけ 

障
しょう
がいのある人

ひと
の施策

しさく
は、市民

しみん
生活
せいかつ

全般
ぜんぱん

に関
かか
わりがあるため、市

し
が策定

さくてい
する

他
た
の行政

ぎょうせい
分野
ぶん や
の計画

けいかく
と連携

れんけい
し整合性

せいごうせい
をはかっていきます。この計画

けいかく
に関連

かんれん
する

ものは、資料編
しりょうへん

として巻末
かんまつ

に掲載
けいさい

しましたのでご参照
さんしょう

ください。 
 

関連
かんれん

する他
た
の計画

けいかく
との位置

い ち
づけ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3）計画
けいかく

期間
き か ん

 

この計画
けいかく

は、2016～2020年度
ねんど
までの５年間

ねんかん
を計画

けいかく
期間
きか ん
とします。ただし、

国
くに
の動向

どうこう
や社会

しゃかい
情勢
じょうせい

が変化
へんか
した場合

ばあい
、計

けい
画
かく
期
き
間
かん
中
ちゅう
であっても必要

ひつよう
な見直

みなお
しをお

こないます。  
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２－２．計画
け い か く

策定
さ く て い

の背景
は い け い

 
障
しょう
がいのある人

ひと
に関

かか
わる法律

ほうりつ
や町田

まちだ
市
し
の障

しょう
がいのある人

ひと
の施策

しさく
などの主

おも
な流

なが

れについて、特
とく
にこの計画

けいかく
の根拠法

こんきょほう
である障害者

しょうがいしゃ
基本法
きほんほう

が制定
せいてい

された1993年
ねん

以降
いこ う
について、下記

か き
に示

しめ
します。なお、1993年

ねん
以前
いぜ ん
の歴史的

れきしてき
経緯
けい い
については、

巻末
かんまつ

の資料編
しりょうへん

（47ページ）に掲載
けいさい

しています。 
 

障
しょう
がいのある人

ひと
に関

かか
わる法律

ほうりつ
や施策

し さ く
などの近年

きんねん
の主

おも
な流

なが
れ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※各計画
かくけいかく

の期間
きかん
については年度

ねんど
、その他

た
は年
ねん
で掲載
けいさい

しています  
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３－１．学び、文化芸術・スポーツ活動のこと 

9 

第
だ い

３章
しょう

 分野
ぶ ん や

別
べ つ

の課題
か だ い

と目標
も く ひ ょ う

 
３－１．学

ま な

び、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
か つ ど う

のこと 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：文化

ぶんか
振興
しんこう

課
か
、スポーツ振興

しんこう
課
か
、障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、子

こ
ども総務

そうむ
課
か
、

子育
こそだ
て推進

すいしん
課
か
、すみれ教室

きょうしつ
、指導課

し ど う か
、教育

きょういく
センター、 

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センター （組織
そしき

順
じゅん
） 

 

（１）目標
もくひょう

 

・障
しょう
がいが早期

そうき
に発見

はっけん
され、ひとりひとりにあった療育

りょういく
や教育

きょういく
が受

う
けられる

ようにすることをめざします。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が希望

きぼう
する学

まな
びや文化

ぶんか
芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
かつどう

に参加
さんか
しやすくす

ることをめざします。 

 

（２）現状
げんじょう

 

・発達
はったつ

に関
かん
する相談

そうだん
や療育

りょういく
が必要

ひつよう
な子

こ
どもが増

ふ
えています。 

・幼稚園
ようちえん

・保育
ほいく
園
えん
では、障

しょう
がいのある子

こ
どもも受

う
け入

い
れています。 

・市
し
では、マイ保育園

ほいくえん
制度
せい ど
の導入

どうにゅう
など、乳幼児

にゅうようじ
期
き
の子

こ
をもつ親

おや
の安心

あんしん
のため

に、子
こ
育
そだ
ての相談

そうだん
の窓口

まどぐち
をつくっています。 

・ 小
しょう
・中学校

ちゅうがっこう
には、特別

とくべつ
な支援

しえん
を必要

ひつよう
とする児童

じどう
・生徒

せいと
がおり、発達

はったつ
障
しょう
がい

の子
こ
どもは増

ふ
えています。 

・小学校
しょうがっこう

１～３年生
ねんせい

を対象
たいしょう

とした学童
がくどう

クラブでは、障
しょう
がいのある子

こ
どもを６

年生
ねんせい

まで受
う
け入

い
れています。 

・放課後
ほ う か ご

等
とう
デイサービスは、車

くるま
いすの人

ひと
や重

おも
い障

しょう
がいのある子

こ
どもが利用

りよう
でき

る事業所
じぎょうしょ

がきわめて少
すく
ない現状

げんじょう
にあります。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
が義務

ぎ む
教育
きょういく

以降
いこう
、高校
こうこう

や大学
だいがく

、専門
せんもん

学校
がっこう

などで学
まな
ぼうとして

も、障
しょう
がいへの配慮

はいりょ
や支援
しえん
が不足
ふそく
し、行

い
きたい学校

がっこう
に行

い
けない現状

げんじょう
があります。
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・市
し
では、 障

しょう
がいのある人

ひと
の社会

しゃかい
教育
きょういく

（生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

）の場
ば
として 障

しょう
がい者

しゃ

青年
せいねん

学級
がっきゅう

を実施
じっし
しており、活動

かつどう
参加
さん か
の希望

きぼう
が増

ふ
えています。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
が参加

さんか
できる文化

ぶんか
芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
かつどう

、社会
しゃかい

教育
きょういく

（生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

）などの活動
かつどう
の場

ば
への参加

さんか
希望
きぼ う
は増

ふ
えています。 

・市
し
は、障

しょう
がい者

しゃ
スポーツ教室

きょうしつ
を開

かい
催
さい
したり、障

しょう
がいのある人

ひと
も利用

りよう
しやす

いスポーツ施設
しせつ
の環境
かんきょう

整備
せい び
をすすめています。 

 

（３）課題
か だ い

 

・生
う
まれてから学校

がっこう
に入

はい
るまでに必要

ひつよう
に応

おう
じた相談

そうだん
や療育
りょういく

が十分
じゅうぶん

に受
う
けられる

ようにする必要
ひつよう
があります。 

・ 障
しょう
がいのある児童

じどう
・生徒

せいと
だけでなく、特別

とくべつ
な支援

しえん
を必要

ひつよう
とする児童

じどう
・生徒

せいと
に

あった指導
しどう
と必要
ひつよう
な支援

しえん
の充実
じゅうじつ

がもとめられています。 

・放課後
ほ う か ご

等
とう
デイサービスの適正

てきせい
な数

かず
や希望

きぼう
の把握

はあく
が課題

かだい
です。事業所

じぎょうしょ
やそこで

働
はたら
く職員
しょくいん

の支援
しえん
の質
しつ
を高
たか
めることがもとめられています。 

・義務
ぎ む
教育
きょういく

以降
いこ う
の高校

こうこう
や大学

だいがく
などへの進学

しんがく
の機会

きかい
の保障

ほしょう
（通学

つうがく
、学習

がくしゅう
支援
しえ ん
、

学校
がっこう
での生活

せいかつ
支援
しえ ん
、バリアフリーなど）が課題

かだい
です。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が生涯

しょうがい
にわたって学

まな
び、活動

かつどう
できる場

ば
をひろげることや、ひ

とりひとりの希望
きぼう
や状 況
じょうきょう

に応
おう
じた配慮

はいりょ
が課題

かだい
です。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
がひとりひとりの希望

きぼう
や 状 況

じょうきょう
に応

おう
じて参加

さんか
できる文化

ぶんか

芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
かつどう
の場

ば
をひろげることが課題

かだい
です。 

 

（４）とくにがんばるとりくみ（重点
じゅうてん

施策
し さ く

） 

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

 

・小
しょう
・ 中

ちゅう
学校
がっこう

における学習
がくしゅう

の配慮
はいりょ

と支援
しえん
のあり方

かた
について、町田市

ま ち だ し
特別
とくべつ

支援
しえ ん

教育
きょういく

推進
すいしん

計画
けいかく

推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

に障
しょう
がい福祉課

ふ く し か
を含

ふく
む関係

かんけい
部署
ぶし ょ
も参加

さんか
して検討

けんとう
をす

すめます。  
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社会
しゃかい

教育
きょういく

（生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

） 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が、社会

しゃかい
で生活

せいかつ
しながら学

まな
び続

つづ
けられるように、社会

しゃかい
教育
きょういく

（生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

）の内容
ないよう

の充実
じゅうじつ

、障
しょう
がいに応

おう
じた配慮

はいりょ
の提供

ていきょう
と環境

かんきょう
整備
せい び
をお

こないます。 

 

文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
かつどう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が、文化

ぶんか
芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
かつどう

に参加
さんか
しやすくなるように、

障
しょう
がいに応

おう
じた配慮

はいりょ
の提供
ていきょう

と環境
かんきょう

整備
せい び
をおこないます。 

 

（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

生
う

まれてから学校
がっこう

に入
はい

るまで 

・生
う
まれてから、どの年齢

ねんれい
で 障

しょう
がいに気

き
づいても身近

みぢか
なところで相談

そうだん
しやすい

環境
かんきょう

をととのえるとともに、専門的
せんもんてき

または、深刻
しんこく

な相談
そうだん

にも対応
たいおう

できるよ

う、相談
そうだん
体制
たいせい
を充実
じゅうじつ

させます。 

・保育
ほいく
園
えん
や幼稚園

ようちえん
で障
しょう
がいのある子

こ
どもとその親

おや
への支援

しえん
を充実
じゅうじつ

させます。 

・障
しょう
がいのある子

こ
どもの療育

りょういく
を充実
じゅうじつ

させます。 

・保育士
ほ い く し

や幼稚園
ようちえん

教諭
きょうゆ
への障

しょう
がい理解

りかい
の研修
けんしゅう

を充実
じゅうじつ

させます。 

 

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

 

・小
しょう
・中学校

ちゅうがっこう
のすべての学級

がっきゅう
では、障

しょう
がいの特性

とくせい
に配慮

はいりょ
して教材

きょうざい
を工夫

くふう
し

たり理解
りかい
するための時間

じかん
をとったり、個別

こべつ
の学習

がくしゅう
指導
しど う
をするなど、特別

とくべつ
な

配慮
はいりょ
が必要
ひつよう
な子

こ
どもを支援

しえん
します。 

・特別
とくべつ

支援
しえ ん

教育
きょういく

の質
しつ
を高

たか
めるため、教員

きょういん
への障

しょう
がいの体験

たいけん
などを含

ふく
む研修

けんしゅう
を

充実
じゅうじつ

させます。また、介助員
かいじょいん

などへの研修
けんしゅう

もおこないます。 

・障
しょう
がいの有無

う む
に関

かか
わらず、子

こ
どもたちが障

しょう
がいへの理解

りかい
と配慮
はいりょ

を大切
たいせつ

にし、

ともに学
まな
びあう学校

がっこう
教育
きょういく

の機会
きかい
をひろげます。  
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・ 障
しょう
がいの有無

う む
に関

かか
わらず育

そだ
ちあえる場

ば
として、学童

がくどう
クラブでは希望

きぼう
に応

おう
じ、

障
しょう
がいのある子

こ
どもの受

う
け入

い
れを引

ひ
き続

つづ
きおこない、支援

しえん
体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させま

す。 

・放課後
ほ う か ご

等
とう
デイサービスの適切

てきせつ
な数

かず
や希望

きぼう
の把握

はあく
にとりくみ、どのような障

しょう
が

いのある子
こ
どもでもサービスを利用

りよう
できるように、市

し
は法人

ほうじん
・事業

じぎょう
者
しゃ
に協 力

きょうりょく

をもとめます。 

・ 障
しょう
がいのある子

こ
どもの放課後

ほ う か ご
生活
せいかつ

や夏休
なつやす

みなどの長期
ちょうき

休暇
きゅうか

の際
さい
の支援

しえん
の要望

ようぼう

については、市
し
は法人

ほうじん
・事業者

じぎょうしゃ
に協 力

きょうりょく
をもとめるとともに、連携

れんけい
して必要

ひつよう
な

相談
そうだん

や支援
しえん
を考

かんが
えます。 

 

高校
こうこう

・大学
だいがく

・専門
せんもん

学校
がっこう

など 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
が、自分

じぶん
の希望

きぼう
にあわせて、高校

こうこう
・大学

だいがく
・専門

せんもん
学校
がっこう

などの

教育
きょういく

を受
う
けられるようにするため、市

し
は通学

つうがく
や学習

がくしゅう
面
めん
での「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ

」

を、担当
たんとう

する行政
ぎょうせい

や公立
こうりつ

学校
がっこう

、私立
しりつ
の学校

がっこう
などにもとめます。 

 

社会
しゃかい

教育
きょういく

（生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

） 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が、社会

しゃかい
教育
きょういく

（生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

）に参加
さんか
できる機会

きかい
を増

ふ
やすため

に、活動
かつどう

を主催
しゅさい

する団体
だんたい

などを支援
しえん
するとりくみを考

かんが
えます。 

 

文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
かつどう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が、文化

ぶんか
芸術
げいじゅつ

・スポーツ活動
かつどう

に参加
さんか
できる機会

きかい
を増

ふ
やすため

に、活動
かつどう

を主催
しゅさい

する団体
だんたい

などを支援
しえん
するとりくみを考

かんが
えます。 
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３－２．暮
く

らすこと 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、保健所

ほけんじょ
、住宅

じゅうたく
課
か
 

 

（１）目標
もくひょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が自身

じしん
の希望

きぼう
に応

おう
じて地域

ちいき
での生活

せいかつ
ができるようにすること

をめざします。 

・どこで誰
だれ
と暮

く
らすかを、障

しょう
がいのある人

ひと
が自

みずか
ら決

き
められるようにすることを

めざします。 
 

（２）現状
げんじょう

 

・市営
しえい

住宅
じゅうたく

には、車
くるま
いすの人

ひと
向
む
けの住宅

じゅうたく
があります。また、障

しょう
がいのある

単身者
たんしんしゃ

は60歳
さい
にならなくても市営

しえい
住宅
じゅうたく

への入
にゅう
居
きょ
の申

もう
し込

こ
みができます。し

かし、民間
みんかん

住宅
じゅうたく

では障
しょう
がいを理由

りゆう
に入

にゅう
居
きょ
を断

ことわ
られたり、経済的

けいざいてき
な問題

もんだい
によ

り障
しょう
がいのある人

ひと
が住

す
みたい場所

ばしょ
で、希望

きぼう
する暮

く
らしができているわけでは

ありません。 

・賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

を希望
きぼう
している障

しょう
がいのある人

ひと
が、保証人

ほしょうにん
がいないなど

の理由
りゆう

で 入
にゅう
居
きょ
が 難

むずか
しい場合

ばあい
、入居

にゅうきょ
に必要

ひつよう
な調整

ちょうせい
などの支援

しえん
や、住宅

じゅうたく

所有者
しょゆうしゃ

などへの相談
そうだん

・助言
じょげん

をおこなう住宅
じゅうたく

入居
にゅうきょ

等
とう
支援
しえ ん
事業
じぎょう

（居住
きょじゅう

サポート

事業
じぎょう

）を2017年度
ねんど
までに始

はじ
める予定

よてい
です。 

・精神
せいしん

障
しょう
がいのある人

ひと
の社会的

しゃかいてき
入院
にゅういん

※１の解消
かいしょう

は十分
じゅうぶん

にすすんでいません。 

・入所
にゅうしょ

施設
しせ つ
から地域

ちいき
生活
せいかつ

へ、さらに一般
いっぱん

住宅
じゅうたく

への移行
いこう
を支

ささ
えているのは、グル

ープホームです。グループホームは2015年
ねん
6月
がつ
時点
じて ん
で、56箇所

かしょ
あり、ほぼ満

まん

室
しつ
です。 

 
※１：社会的

しゃかいてき
入 院
にゅういん

：希望
きぼう
に反
はん
して、やむをえず長期間

ちょうきかん
の入 院
にゅういん

生活
せいかつ

をすることです。

障
しょう
がいのある人

ひと
も、どこで誰

だれ
と暮

く
らすかを 自

みずか
ら選
えら
ぶ権利
けんり
があることから、社会的

しゃかいてき

入 院
にゅういん

の解 消
かいしょう

がもとめられています。  
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・社会
しゃかい

全体
ぜんたい

の高齢化
こうれいか

が進
すす
んでいることに並行

へいこう
して、地域

ちいき
で暮

く
らす障

しょう
がいのある

人
ひと
も、高齢

こうれい
期
き
を迎
むか
える人

ひと
が増

ふ
えています。 

 
（３）課題

か だ い

 

・ひとりひとりの障
しょう
がいのある人

ひと
が、自分

じぶん
らしく生活

せいかつ
ができるように、支援

しえん
し

ていく必要
ひつよう
があります。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の日常

にちじょう
生活
せいかつ

、社会
しゃかい

生活
せいかつ

を支
ささ
える障害

しょうがい
福祉
ふく し
サービスの量

りょう
や質

しつ

の充実
じゅうじつ

が課題
かだい
です。 

・グループホームの入居
にゅうきょ

希望
きぼ う
に対応

たいおう
できるようにし、あわせてより良

よ
いグルー

プホームにしていく必要
ひつよう
があります。 

・社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

患者
かんじゃ

や施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき
生活
せいかつ

への移行
いこう

※２をいっそうすすめるこ

とが課題
かだい
になっています。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が質

しつ
の高

たか
い自立

じりつ
した生活

せいかつ
ができるよう、経済的

けいざいてき
な自立

じりつ
を支援

しえん

する必要
ひつよう
があります。 

・高齢期
こうれいき

を迎
むか
えた障

しょう
がいのある人

ひと
が、地域

ちいき
で安定

あんてい
した暮

く
らしを続

つづ
けられること

が課題
かだい
です。 

 
（４）とくにがんばるとりくみ（重点

じゅうてん

施策
し さ く

） 

地域
ち い き

での暮
く

らし 

・ひとりひとりの希望
きぼう
や生活
せいかつ

実態
じったい

に応
おう
じた、自分

じぶん
らしい地域

ちいき
での暮

く
らしが引

ひ
き続

つづ

きできるように、障害
しょうがい

福祉
ふく し
サービスや介護

かいご
保険
ほけ ん
サービスを適切

てきせつ
に利用

りよう
できる

ようにします。 
 

住
す

まい 

・グループホームを増
ふ
やすための支援

しえん
をおこない、また、職員

しょくいん
の支援

しえん
の質

しつ
の

向上
こうじょう

を支援
しえん
します。 

 
※２：地域

ちいき
生活
せいかつ

への移行
いこう
：戸

こ
建
だて
住 宅
じゅうたく

や集 合
しゅうごう

住 宅
じゅうたく

、グループホームなどで生活
せいかつ

する

ことを地域
ちいき

生活
せいかつ

と言
い
い、長期

ちょうき
の入 院
にゅういん

や入 所
にゅうしょ

施設
しせつ
から出

で
て、暮

く
らしの場

ば
を地域
ちいき
に移
うつ

すことを地域
ちいき
生活
せいかつ

への移行
いこう
と言

い
います。  
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地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

 

・精神科
せいしんか

病院
びょういん

に長
なが
く入院

にゅういん
している精神

せいしん
障
しょう
がいのある人

ひと
や入 所

にゅううしょ
施設
しせ つ
にいる障

しょう

がいのある人
ひと
が、地域

ちいき
生活
せいかつ
に移
うつ
ることを積極的

せっきょくてき
に支援

しえん
します。 

 
（５）とりくみ（その他

た

の施策
し さ く

） 

地域
ち い き

での暮
く

らし 

・地域
ちいき
で暮

く
らす障

しょう
がいのある人

ひと
が、その人

ひと
らしく豊

ゆた
かに生活

せいかつ
できるよう町内会

ちょうないかい
・

自治会
じ ち か い

などの地域
ちいき
団体
だんたい
やボランティア活動

かつどう
団体
だんたい
などに理解

りかい
をもとめます。 

・制度
せいど
の谷間

たにま
におかれている発達障

はったつしょう
がいのある人

ひと
や難病

なんびょう
の人

ひと
などが、安心

あんしん
して

地域
ちいき
で暮

く
らせるための支援

しえん
のあり方

かた
について考

かんが
えます。 

・地域
ちいき
で暮

く
らしている障

しょう
がいのある人

ひと
の高齢化

こうれいか
の現状

げんじょう
をつかむとともに、支援

しえん

のあり方
かた
について引

ひ
き続
つづ
き考
かんが
えます。 

 

住
す

まい 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が暮

く
らしやすい住

す
まいで生活

せいかつ
できるように、住宅

じゅうたく
施策
しさ く
と連携

れんけい

して、住宅
じゅうたく

の相談
そうだん
や住宅
じゅうたく

情報
じょうほう

の適切
てきせつ
な提供
ていきょう

をおこないます。 

・市
し
は、公的

こうてき
な住宅

じゅうたく
などを含

ふく
め、障

しょう
がいのある人

ひと
の住

す
まいへのニーズに応

おう
じ、

暮
く
らしやすい住

す
まいで生活

せいかつ
できるように支援

しえん
します。 

・障
しょう
がいがあるということを理由

りゆう
に、住宅

じゅうたく
の提供

ていきょう
を断

ことわ
られることがないよう

に住宅
じゅうたく

所有者
しょゆうしゃ

などに理解
りかい
をもとめます。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
も民間

みんかん
のアパートやマンションに入居

にゅうきょ
できるよう、障

しょう
がい

に応
おう
じた住宅

じゅうたく
改修
かいしゅう

などの配慮
はいりょ
を、住宅

じゅうたく
所有者
しょゆうしゃ

などにもとめます。 

・希望
きぼう
に応
おう
じてグループホームから一般

いっぱん
住宅
じゅうたく

などへの移行
いこう
を支援

しえん
します。 

 

地域
ち い き

で暮
く

らすための所得
しょとく

保障
ほしょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
もできるだけ就労

しゅうろう
して収 入

しゅうにゅう
を得

え
られるように、相談

そうだん
や支援

しえん

を充実
じゅうじつ

するとともに、手当
てあて
や生活

せいかつ
保護
ほ ご
、障害

しょうがい
年金
ねんきん

などの制度
せいど
を使

つか
って、地域

ちいき

で暮
く
らすための所得

しょとく
を確保

かくほ
できるよう支援

しえん
します。
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３－３．日中
にっちゅう

活動
か つ ど う

・働
はたら

くこと 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：職員

しょくいん
課
か
、障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、 

障害者
しょうがいしゃ

優先
ゆうせん

調達法
ちょうたつほう

※１に関
かか
わるすべての部署

ぶしょ
 

 

（１）目標
もくひょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が適性

てきせい
や希望

きぼう
にあわせて働

はたら
くことや日中

にっちゅう
活動
かつどう

※２をできる

ようにすることをめざします。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の雇用

こよう
がひろがり、働

はたら
きやすくすることをめざします。 

 
（２）現状

げんじょう

 

・特別
とくべつ

支援
しえ ん
学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

を卒業
そつぎょう

する生徒
せいと
が増加

ぞうか
している一方

いっぽう
、進路

しんろ
先
さき
の日中

にっちゅう
活動
かつどう

の場
ば
が不足

ふそく
しています。 

・重
おも
い 障

しょう
がいのある人

ひと
、医療的

いりょうてき
ケアが必要

ひつよう
な人

ひと
の日中

にっちゅう
活動
かつどう

の場
ば
が不足

ふそく
してお

り、重
おも
い障

しょう
がいのある人

ひと
の施設

しせつ
整備
せい び
にとりくんでいます。 

・障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う
促進法
そくしんほう

の改正
かいせい

により、企業
きぎょう

での障
しょう
がい者

しゃ
雇用
こよ う
がすすんできていま

す。しかし、職場
しょくば

での障
しょう
がいについての配慮

はいりょ
や理解

りかい
の不足

ふそく
により、長続

ながつづ
きし

ないケースもあります。 

・一般
いっぱん

就労
しゅうろう

した障
しょう
がいのある人

ひと
が、就労

しゅうろう
先
さき
で長

なが
く勤

つと
めるための相談

そうだん
や、支援

しえん

の件数
けんすう

が増加
ぞうか
しています。 

・難病
なんびょう

などで体調
たいちょう

に波
なみ
のある人

ひと
が働

はたら
きたいと希望

きぼう
しても、十分

じゅうぶん
に相談

そうだん
できる 

 
※１：障 害

しょうがい
者
しゃ
優先
ゆうせん

調 達法
ちょうたつほう

： 障
しょう
がいのある人

ひと
が 就
しゅう
労
ろう
する施設

しせつ
・企業
きぎょう

などが 供 給
きょうきゅう

する物品
ぶっぴん

や役務
えきむ
を、行 政

ぎょうせい
機関
きかん
が率先
そっせん

して購 入
こうにゅう

・受 注
じゅちゅう

し、就 労
しゅうろう

する 障
しょう
がいのあ

る人
ひと
の自立
じりつ
をすすめることを目的

もくてき
とした法律

ほうりつ
です。 

※２：日 中
にっちゅう

活動
かつどう

：障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

による障 害
しょうがい

福祉
ふくし
サービスで、生活

せいかつ
介護
かいご
、自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

）、就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（A型
がた
・B型

がた
）、短期

たんき
入 所
にゅうしょ

（医療
いりょう

型
がた
・福祉
ふくし
型
がた
）などがあります。なお、日 中

にっちゅう
活動
かつどう

系
けい
サービスのことを、ここで

は日 中
にっちゅう

活動
かつどう

と表 現
ひょうげん

します。  



３－３．日中活動・働くこと 

17 

場
ば
がありません。 

・年
とし
を重

かさ
ねるとともに、障

しょう
がいのある人

ひと
の希望

きぼう
が変化

へんか
し、就労

しゅうろう
先
さき
やその他

た
の

日中
にっちゅう

活動先
かつどうさき

の活動
かつどう
がふさわしくなくなってくることがあります。 

・市
し
役所
やくしょ

では、障
しょう
がいのある人

ひと
の雇用

こよう
率
りつ
をあげるとりくみをしており、障

しょう
がい

のある職員
しょくいん

に対
たい
しては、障

しょう
がいや業務

ぎょうむ
に配慮

はいりょ
し、必要

ひつよう
な変更

へんこう
や調整

ちょうせい
をして

います。なお、知的
ちてき

障
しょう
がいのある人

ひと
の雇用

こよう
はできていません。 

 
（３）課題

か だ い

 

・特別
とくべつ
支援
しえん
学校
がっこう
の卒業生
そつぎょうせい

や在宅
ざいたく
の人
ひと
が通
かよ
うための日中

にっちゅう
活動
かつどう
の場

ば
の確保
かくほ
が課題
かだい
です。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が自立

じりつ
した生活

せいかつ
ができるよう、給与

きゅうよ
や工賃

こうちん
を向上

こうじょう
させていく

必要
ひつよう
があります。 

・通勤
つうきん
のための支援

しえん
や、職場

しょくば
での支援

しえん
・配慮
はいりょ
の充実
じゅうじつ

がもとめられています。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
の就労

しゅうろう
へ向

む
けた相談

そうだん
・支援

しえん
や、職場

しょくば
定着
ていちゃく

の相談
そうだん

・支援
しえん
の

充実
じゅうじつ

が望
のぞ
まれています。 

・日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば
の職員

しょくいん
体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

が必要
ひつよう

です。また、職員
しょくいん

には専門性
せんもんせい

や

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し
、差別

さべつ
禁止
きん し
などについても十分

じゅうぶん
な知識

ちしき
と理解

りかい
が必要
ひつよう
です。 

・市
し
役所
やくしょ

での障
しょう
がい者

しゃ
雇用
こよう
は、市内

しない
企業
きぎょう

の雇用
こよう
をひろげるためにモデルとなる

とりくみがもとめられています。 
 

（４）とくにがんばるとりくみ（重点
じゅうてん

施策
し さ く

） 

福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

※３・日中
にっちゅう

活動
かつどう

 

・障害者
しょうがいしゃ

優先
ゆうせん

調達法
ちょうたつほう

にもとづく物品
ぶっぴん

やサービスの購入
こうにゅう

を、市
し
役所
やくしょ

だけでな

く、学校
がっこう

や公的
こうてき

な他
た
の事業所

じぎょうしょ
にひろげるとともに、民間

みんかん
企業
きぎょう

や商店
しょうてん

などにも

協 力
きょうりょく

をもとめます。 
 
※３：福祉的

ふくしてき
就 労
しゅうろう

：障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

による障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービスの一
ひと
つとしての

就 労
しゅうろう

で、雇用型
こようがた

の 就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

A型
がた
、雇用型

こようがた
ではない 就 労

しゅうろう
継続
けいぞく

支援
しえん

B型
がた
が

代表的
だいひょうてき

なものです。  
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一般
いっぱん

就労
しゅうろう

 

・市
し
役所
やくしょ

は、身体
しんたい

障
しょう
がいのある人

ひと
だけでなく、さまざまな障

しょう
がいのある人

ひと
の

雇用
こよう
を率先
そっせん
してすすめます。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

と、職場
しょくば
への定着

ていちゃく
支援
しえん
をよりいっそうすすめます。 

 

（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

・日中
にっちゅう

活動
かつどう

 

・希望
きぼう
する人

ひと
が福祉的

ふくしてき
就労
しゅうろう

やその他
た
の日中

にっちゅう
活動
かつどう

に参加
さんか
できるように、活動

かつどう
場所
ばし ょ

の確保
かくほ
を支援

しえん
します。 

・重
おも
い障
しょう
がいのある人

ひと
、医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう
な人
ひと
の日中
にっちゅう

活動
かつどう
の場

ば
を増

ふ
やします。 

・福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう
ができるように支援

しえん
します。 

 

一般
いっぱん

就労
しゅうろう

 

・市
し
は、 障

しょう
がいのある人

ひと
の通勤

つうきん
支援
しえ ん
や職場

しょくば
での理解

りかい
と 協 力

きょうりょく
などの「合理的

ごうりてき

配慮
はいりょ
」を、担当

たんとう
する行政

ぎょうせい
や商工
しょうこう

会議所
かいぎしょ

、企業
きぎょう
などにもとめます。 

・法律上
ほうりつじょう

、 障
しょう
がいのある人

ひと
を雇用

こよう
する義務

ぎ む
のない小

ちい
さな企業

きぎょう
にも、障

しょう
がいの

ある人
ひと
の雇用

こよう
をひろげるためのとりくみをすすめます。 

・企業
きぎょう
に対
たい
して、難病

なんびょう
などの障

しょう
がいについての理解

りかい
をひろげます。 

・特例
とくれい
子会社
こがいしゃ

の設立
せつりつ
支援
しえ ん
や市内

しない
への誘致

ゆうち
につとめます。 

 

人材
じんざい

の確保
か く ほ

の支援
し え ん

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の福祉的

ふくしてき
就労
しゅうろう

施設
しせ つ
やその他

た
の日中

にっちゅう
活動
かつどう

施設
しせ つ
の職員

しょくいん
の人材

じんざい

確保
かく ほ
を支援

しえん
します。 
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人材
じんざい

育成
いくせい

の支援
し え ん

 

・福祉
ふくし
施設
しせ つ
や障

しょう
がいのある人

ひと
を雇用

こよう
する事業所

じぎょうしょ
で働

はたら
く職員

しょくいん
の資質

ししつ
向上
こうじょう

のため

に虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し
や差別

さべつ
禁止
きん し
などの知識

ちしき
の普及

ふきゅう
につとめます。 

 

起業
きぎょう

支援
し え ん

 

・自
みずか
ら仕事

しごと
をおこすことを希望

きぼう
する障

しょう
がいのある人

ひと
に対

たい
しては、情報

じょうほう
提供
ていきょう

や

支援
しえん
制度
せい ど
を紹介

しょうかい
し、働

はたら
き方

かた
の選択肢

せんたくし
がひろがるように支援

しえん
します。 

 

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の就労

しゅうろう
に関

かか
わる機関

きかん
のネットワークを推進

すいしん
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム１ ハッピーかわせみ 

これからところどころに、町田市
ま ち だ し

でおこなってきたとりくみなどを取
と

り上
あ

げた、

「コラム」を入
い

れています。 
 

下
した

の写真
しゃしん

は、毎 週
まいしゅう

火曜日
か よ う び

と木曜日
もくようび

に市
し

役所
やくしょ

でおこなわれている、市内
しない

の 障
しょう

が

い者
しゃ

施設
しせつ

で作
つく

られた商 品
しょうひん

の販売
はんばい

の風景
ふうけい

です。さまざまな 障
しょう

がい者
しゃ

施設
しせつ

が交代
こうたい

で、パンやクッキー、お花
はな

、陶器
とうき

、布
ぬの

製品
せいひん

などを売
う

っています。施設
しせつ

に通
かよ

ってい

る 障
しょう

がいのある人
ひと

たちもいきいきと販売
はんばい

にたずさわっています。 

販売
はんばい

している施設
しせつ

のネットワークを「ハッピーかわせみ」というので、ぜひ覚
おぼ

えてくださいね。 
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３－４．相談
そ う だ ん

すること 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：福祉

ふくし
総務
そう む
課
か
、生活

せいかつ
援護
えん ご
課
か
、障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、ひかり療育

りょういく
園
えん
、 

高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふく し
課
か
、保健所

ほけんじょ
、子

こ
育
そだ
て推進

すいしん
課
か
、 

子
こ
ども家庭

かてい
支援
しえ ん
センター、すみれ教室

きょうしつ
、教育

きょういく
センター 

 

（１）目標
もくひょう

 

・日常
にちじょう

の生活
せいかつ

や仕事
しごと
をするなかで、困

こま
ったときの相談

そうだん
をどこにすればよいのか

すぐにわかるようにすることをめざします。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
やその家族

かぞく
などが身近

みぢか
な地域

ちいき
で適切

てきせつ
な相談

そうだん
が受

う
けられるよう

にすることをめざします。 

 

（２）現状
げんじょう

 

・すみれ教室
きょうしつ

や、１歳
さい
６か月

げつ
、3歳

さい
などの乳幼児

にゅうようじ
健診
けんしん

で発達
はったつ

の相談
そうだん

ができます。 

・子
こ
どもの相談

そうだん
は、地域

ちいき
子
こ
育
そだ
て相談

そうだん
センターや子

こ
ども家庭

かてい
支援
しえ ん
センターのほか、

マイ保育園
ほいくえん

制度
せい ど
がつくられ、保育園

ほいくえん
が乳幼児

にゅうようじ
期
き
の発達

はったつ
についての身近

みぢか
な相談先

そうだんさき

になっています。 

・学齢
がくれい

期
き
の子

こ
どもの相談

そうだん
は、教育

きょういく
センターや学校

がっこう
でおこなっています。 

・成人
せいじん

期
き
以降
いこう
の 障

しょう
がい福祉

ふくし
の基本

きほん
相談
そうだん

は、 障
しょう
がい福祉課

ふ く し か
でおこなっているほ

か、障害
しょうがい

福祉
ふく し
サービスの利用

りよう
に関

かん
する相談

そうだん
は、民間

みんかん
事業者
じぎょうしゃ

でもおこなってい

ます。 

・高次
こうじ
脳
のう
機能
きの う

障
しょう
がいの相談

そうだん
はひかり療育

りょういく
園
えん
でおこなっています。 

・発達
はったつ

障
しょう
がいや難病

なんびょう
などに関

かん
する情報

じょうほう
提供
ていきょう

や相談
そうだん

体制
たいせい

については、東京都
とうきょうと

と

連携
れんけい

しておこなっていますが、まだ十分
じゅうぶん

な状 況
じょうきょう

とは言
い

えません。 

・民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

には実際
じっさい

に自立
じりつ
生活
せいかつ

を経験
けいけん

した障
しょう
がいのある人

ひと
がカウンセラーと

なり相談
そうだん

をおこなっているところがあります。（ピアカウンセリング） 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
の親
おや
の会
かい
が、自

みずか
らの経験

けいけん
を活

い
かした相談

そうだん
をおこなっています。
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（３）課題
か だ い

 

・相談
そうだん

窓口
まどぐち

は、身近
みぢか
な場所

ばしょ
で気軽

きがる
に相談

そうだん
できること、また、各

かく
年代
ねんだい

によって切
き
れ

目
め
なく一貫

いっかん
して相談

そうだん
できることがもとめられています。 

・窓口
まどぐち

に来
こ
られない人

ひと
への支援

しえん
や相談
そうだん

が多岐
た き
に渡
わた
る場合

ばあい
、ひとつの窓口

まどぐち
ですべての

相談
そうだん

が受
う
けられるなど、相談

そうだん
者
しゃ
に応
おう
じた便利

べんり
な相談
そうだん

窓口
まどぐち

がもとめられています。 

・市
し
役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

だけでなく、生活
せいかつ

を支
ささ
える警察

けいさつ
・消防

しょうぼう
、民間

みんかん
の金融

きんゆう
機関
きか ん
やサー

ビス業
ぎょう
などにおいても、障

しょう
がいに応

おう
じた対応

たいおう
ができることがもとめられてい

ます。 

・性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

、 障
しょう
がいに応

おう
じた相談

そうだん
が安心

あんしん
してできるよう、相談

そうだん
支援
しえ ん
担当者
たんとうしゃ

の

質
しつ
の向上

こうじょう
がもとめられています。 

 

（４）とくにがんばるとりくみ（重点
じゅうてん

施策
し さ く

） 

障
しょう

がい者
しゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

 

・障害
しょうがい

福祉
ふく し
サービスなどについて、市

し
の相談

そうだん
窓口
まどぐち

を充実
じゅうじつ

させるだけでなく、

身近
みぢか
な場所

ばしょ
で相談

そうだん
できるように、地域

ちいき
に相談

そうだん
支援
しえ ん
窓口
まどぐち

を増
ふ
やします。どこの

相談
そうだん

窓口
まどぐち

であっても、誰
だれ
もが入

はい
りやすく、悩

なや
みを話

はな
しやすい窓口

まどぐち
にします。 

・どこの相談
そうだん

窓口
まどぐち

でも、悩
なや
みなどを解決

かいけつ
するための支援

しえん
や情報

じょうほう
提供
ていきょう

において、

一定
いってい

の質
しつ
が確保

かくほ
できるよう、基本

きほん
となる相談

そうだん
指針
しし ん
をつくります。 

 

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

 

・市
し
は民間

みんかん
相談
そうだん

支援
しえ ん
事業所
じぎょうしょ

を含
ふく
め、相談

そうだん
の件数

けんすう
やその内容

ないよう
を把握

はあく
し相談

そうだん
内容
ないよう

の

充実
じゅうじつ

と向上
こうじょう

をはかるために相談
そうだん

機関
きか ん
のネットワークをつくり、連携

れんけい
していき

ます。 
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（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

 

・誰
だれ
もが気軽

きがる
に利用

りよう
できる、身近

みぢか
な相談
そうだん
支援
しえ ん
のしくみづくりにとりくみます。 

・自分
じぶん
から相談

そうだん
窓口
まどぐち

に行
い
くことのできない本人

ほんにん
（難病
なんびょう

、発達障
はったつしょう

がい、在宅
ざいたく

の障
しょう

がいのある人
ひと
など）と家族

かぞく
のために、必要

ひつよう
に応
おう
じて訪問

ほうもん
支援
しえん
にとりくみます。 

 

幅
はば

ひろい分野
ぶ ん や

についての市
し

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充実
じゅうじつ

 

・どの窓口
まどぐち

でどのような相談
そうだん

を受
う
け付

つ
けているのか、障

しょう
がいのある人

ひと
に、より

わかりやすくします。 

・どの窓口
まどぐち

でも、障
しょう
がいに応

おう
じた適切

てきせつ
な対応

たいおう
ができるよう、障

しょう
がいについての

理解
りかい
と配慮
はいりょ
を大切
たいせつ
にします。 

・市
し
の窓口

まどぐち
では、相談

そうだん
に来

き
た人

ひと
がどのような相談

そうだん
をしたいのかきちんと聞

き
き取

と

り、適切
てきせつ

な窓口
まどぐち

で相談
そうだん

できるようにするとともに、相談
そうだん

に来
き
た障

しょう
がいのある

人
ひと
への案内

あんない
方法
ほうほう
についても配慮

はいりょ
をします。 

 

当事者
とうじしゃ

・家族
か ぞ く

による相談
そうだん

への支援
し え ん

 

・より身近
みぢか
な存在

そんざい
である、 障

しょう
がいのある人

ひと
自身
じしん
によるピアカウンセリングを

支援
しえん
します。 

・親
おや
や家族

かぞく
による相談

そうだん
を支援

しえん
します。 

 

支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

 

・年齢
ねんれい

や 障
しょう
がい種別

しゅべつ
により相談先

そうだんさき
が異

こと
なった場合

ばあい
でも各

かく
関係
かんけい

機関
きか ん
が連携

れんけい
し、切

き

れ目
め
のない支援

しえん
と相談
そうだん
内容
ないよう
の充実
じゅうじつ

をはかります。 

 

相談
そうだん

支援
し え ん

担当者
たんとうしゃ

の質
しつ

の向上
こうじょう

 

・市
し
や地域

ちいき
の相談

そうだん
窓口
まどぐち

は、適切
てきせつ

な支援
しえん
をおこなえるように、相談

そうだん
支援
しえ ん
担当者
たんとうしゃ

の質
しつ

の向上
こうじょう

のための研修
けんしゅう

などをおこないます。 
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３－５．家庭
か て い

・家族
か ぞ く

を尊重
そんちょう

すること 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：市民

しみん
協働
きょうどう

推進課
すいしんか

（男女
だんじょ

平等
びょうどう

推進
すいしん

センター）、生活
せいかつ

援護課
え ん ご か

、 

障
しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、子

こ
ども総務

そうむ
課
か
 

 

（１）目標
もくひょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が自分

じぶん
の家庭

かてい
や家族

かぞく
をもつことを選

えら
べるようにすることをめ

ざします。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の家族

かぞく
が安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるように支援
しえん
の充実
じゅうじつ

をめざします。 
 

（２）現状
げんじょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
で結婚

けっこん
している人

ひと
の割合

わりあい
は、身体

しんたい
障
しょう
がいのある人

ひと
が100人

にん

中
ちゅう
約
やく
60人

にん
、精神

せいしん
障
しょう
がいのある人

ひと
が100人

にん
中
ちゅう
約
やく
34人

にん
、知的

ちてき
障
しょう
がいのある人

ひと

が100人
にん
中
ちゅう
約
やく
2人
ふたり
です。（平成

へいせい
25年

ねん
版
ばん
障害者
しょうがいしゃ

白書
はくしょ

）。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の家族

かぞく
は、就労

しゅうろう
や経済的

けいざいてき
なことなど生活

せいかつ
をするうえで、さま

ざまな困難
こんなん

があり、孤立
こりつ
してしまう家族

かぞく
もいます。また、障

しょう
がいのある人

ひと
の

親
おや
が高齢化

こうれいか
すると、障

しょう
がいのある人

ひと
を支

ささ
える力

ちから
が弱

よわ
くなってきます。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
やその家族

かぞく
の負担

ふたん
を軽減
けいげん

するための手当
てあて
などの制度

せいど
があります。 

 

（３）課題
か だ い

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
も結婚

けっこん
することを選択

せんたく
でき、生活

せいかつ
していけるようにする必要

ひつよう

があります。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の家族

かぞく
の就労

しゅうろう
や経済的

けいざいてき
なことについて、どのように支

ささ
えてい

くのかが課題
かだい
です。 

 

（４）とくにがんばるとりくみ（重点
じゅうてん

施策
し さ く

） 

結婚
けっこん

・出産
しゅっさん

・子
こ

育
そだ

ての支援
し え ん

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
も、自

みずか
らの意思

い し
にもとづいて家庭

かてい
・家族

かぞく
をもち、希望

きぼう
に応

おう
じ
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て出産
しゅっさん

や子
こ
育
そだ
てをすることを選

えら
べるように、生活

せいかつ
を支援

しえん
します。 

 

（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
を支

ささ
えている家族

かぞく
に対

たい
しての、相談

そうだん
支援
しえ ん
や、レスパイトケア

などを充実
じゅうじつ

させます。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
を支

ささ
えている家族

かぞく
の自己

じ こ
実現
じつげん

のため、就労
しゅうろう

や社会
しゃかい

参加
さん か
にむけ

たとりくみをすすめます。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の親

おや
や家族

かぞく
どうしのネットワークづくりを支援

しえん
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム２ 芸術家
げいじゅつか

とコラボした工芸
こうげい

活動
かつどう

 

下
した

の写真
しゃしん

は、町田市
ま ち だ し

美術
びじゅつ

工芸館
こうげいかん

という 障
しょう

がいのある人
ひと

が通
かよ

う施設
しせつ

でつくって

いる干支
え と

のおきものです。 障
しょう

がいのある人
ひと

が、型
かた

入
い

れや色
いろ

塗
ぬ

りなどひとつひとつ

手作業
てさぎょう

でおこない、 心
こころ

を込
こ

めてつくっています。 

干支
え と

の型
かた

は、市内
しない

に住
す

む彫刻家
ちょうこくか

の佐藤
さとう

允
いん

了
りょう

先生
せんせい

が毎年
まいとし

動物
どうぶつ

園
えん

などに取材
しゅざい

に行
い

き、違
ちが

ったデザインになっています。現在
げんざい

（2016年
ねん

）作業
さぎょう

している申
さる

の干支
え と

は、

なんと42作
さく

目
め

となっています。 

彫刻家
ちょうこくか

と 障
しょう

がい者
しゃ

施設
しせつ

の協 働
きょうどう

でつくりあげたこの干支
え と

は、町田市
ま ち だ し

で赤
あか

ちゃん

が生
う

まれ、市
し

役所
やくしょ

等
とう

の窓口
まどぐち

で 出 生 届
しゅっしょうとどけ

を出
だ

したときに、 出 生
しゅっしょう

祝
いわ

いとしてお渡
わた

ししています。 
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３－６．保健
ほ け ん

・医療
い り ょ う

のこと 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、保健所

ほけんじょ
、すみれ教室

きょうしつ
、市民

しみん
病院
びょういん

、 

教育
きょういく

センター 
 

（１）目標
もくひょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が、病気

びょうき
の治療

ちりょう
や予防

よぼう
を適切

てきせつ
な保健

ほけん
・医療

いりょう
機関
きか ん
で受

う
けられる

ようにすることをめざします。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
やその家族

かぞく
などが、病気

びょうき
の治療

ちりょう
や予防

よぼう
のための情報

じょうほう
を得

え
やす

くすることをめざします。 

 

（２）現状
げんじょう

 

・市
し
では、障

しょう
がいのある人

ひと
がもしもの場合

ばあい
に適切

てきせつ
な医療

いりょう
を受

う
けられるよう、そ

の人
ひと
のことを良

よ
く理解

りかい
している地域

ちいき
のかかりつけ医

い
やかかりつけ歯科医

し か い
をもつ

ことをすすめているほか、障
しょう
がい者

しゃ
歯科
し か
診療
しんりょう

を町田市
ま ち だ し

歯科
し か
医師会
い し か い

と協 力
きょうりょく

し

ておこなっています。また、町田市
ま ち だ し

歯科
し か
医師会
い し か い

では、新
あら
たに月

つき
１回

かい
、発達

はったつ
に

支援
しえん
を要

よう
する子

こ
どもの摂食

せっしょく
指導
しど う
を始

はじ
めました。 

・難病
なんびょう

の人
ひと
、発達

はったつ
に不安

ふあん
のある子

こ
ども、重

おも
い 障

しょう
がいのある人

ひと
など、専門的

せんもんてき
な

医療
いりょう

については、対応
たいおう

できる医療
いりょう

機関
きか ん
が不足

ふそく
しています。 

・精神
せいしん

障
しょう
がいのある人

ひと
の社会的

しゃかいてき
入院
にゅういん

の解消
かいしょう

と社会
しゃかい

復帰
ふっ き
、社会

しゃかい
参加
さん か
の促進

そくしん
につ

いては地域
ちいき
の精神科

せいしんか
病院
びょういん

と学習会
がくしゅうかい

を実施
じっし
したり、医療

いりょう
機関
きか ん
を対象

たいしょう
に福祉

ふくし
サ

ービスの周知
しゅうち

をおこなっています。また、精神
せいしん

障
しょう
がいのある人

ひと
と家族

かぞく
を対象

たいしょう

とした相談
そうだん

・支援
しえん
をおこなっています。 

・市
し
は、市民

しみん
に対

たい
して健康

けんこう
維持
い じ
や病気

びょうき
の予防

よぼう
、早期

そうき
発見
はっけん

できるよう保健
ほけん
・医療

いりょう

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

を、市
し
役所
やくしょ

ホームページや広報紙
こうほうし

などに掲載
けいさい

したり、医師会
い し か い

など

関係
かんけい

機関
きか ん
と連携

れんけい
して講演会

こうえんかい
を開催

かいさい
しています。  
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（３）課題
か だ い

 

・障
しょう
がいを理由

りゆう
に診療

しんりょう
や救 急

きゅうきゅう
搬送
はんそう

を断
ことわ
られることがあるのが課題

かだい
です。 

・難病
なんびょう

の人
ひと
、発達

はったつ
に不安

ふあん
のある子

こ
ども、重

おも
い障

しょう
がいのある人

ひと
など専門的

せんもんてき
な医療

いりょう

を必要
ひつよう

とする人
ひと
については、適

てき
切
せつ
な医療

いりょう
につなげる方法

ほうほう
が課題

かだい
です。 

・精神科
せいしんか

と身体科
しんたいか

の病気
びょうき

が合併
がっぺい

している場合
ばあい
の医療

いりょう
機関
きか ん
の受

う
け入

い
れなど、精神

せいしん
科
か

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

の体制
たいせい

には課題
かだい
があります。 

・精神
せいしん

障
しょう
がいのある人

ひと
の社会的

しゃかいてき
入院
にゅういん

の問題
もんだい

については引
ひ
き続

つづ
き医療

いりょう
機関
きか ん
などと

の連携
れんけい

をおこない、具体的
ぐたいてき

な対策
たいさく

を考
かんが
える必要

ひつよう
があります。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
向
む
けの情報

じょうほう
提供
ていきょう

の充実
じゅうじつ

が課題
かだい
です。 

 

（４）とくにがんばるとりくみ（重点
じゅうてん

施策
し さ く

） 

かかりつけ医
い

・専門的
せんもんてき

な医療
いりょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
だれもが、地域

ちいき
の中

なか
でかかりつけ医

い
やかかりつけ歯科医

し か い
をも

ち、適切
てきせつ

な医療
いりょう

を受
う
けられるように、市

し
は医療

いりょう
機関
きか ん
に協 力

きょうりょく
をもとめます。 

・難病
なんびょう

の人
ひと
、発達

はったつ
に不安

ふあん
のある子

こ
ども、重

おも
い障

しょう
がいのある人

ひと
など専門的

せんもんてき
な医療

いりょう

を必要
ひつよう

とする人
ひと
について、適切

てきせつ
な医療

いりょう
が受

う
けられるように、相談

そうだん
および情報

じょうほう

提供
ていきょう

をおこないます。 
 

予防
よ ぼ う

・早期
そ う き

発見
はっけん

 

・健康
けんこう

維持
い じ
や病気

びょうき
の予防

よぼう
、早期

そうき
発見
はっけん

のため障
しょう
がいのある人

ひと
とその家族

かぞく
が必要

ひつよう
と

する情報
じょうほう

提供
ていきょう

をおこないます。 
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（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

かかりつけ医
い

・専門的
せんもんてき

な医療
いりょう

 

・障
しょう
がいを理由

りゆう
に診療

しんりょう
や救 急

きゅうきゅう
搬送
はんそう

を断
ことわ
られることのないように、東京

とうきょう
都
と
が

実施
じっし
している事業

じぎょう
の周知

しゅうち
をするほか、 障

しょう
がいについての理解

りかい
と配慮

はいりょ
を医療

いりょう

機関
きか ん
にもとめます。 

・精神
せいしん

障
しょう
がいのある人

ひと
の救 急

きゅうきゅう
医療
いりょう

については、担当
たんとう

する行政
ぎょうせい

に体制
たいせい

整備
せい び
をも

とめます。 

・難病
なんびょう

などの医療
いりょう

については、関係
かんけい

医療
いりょう

機関
きか ん
との連携

れんけい
にとりくみます。 

・精神
せいしん

障
しょう
がいのある人

ひと
の社会的

しゃかいてき
入院
にゅういん

の問題
もんだい

は、地域
ちいき
生活
せいかつ

への移行
いこう
・定着

ていちゃく
の

推進
すいしん

に向
む
けて、福祉

ふくし
と医療

いりょう
の連携

れんけい
の強化

きょうか
をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム３ 難病
なんびょう

とは 

ここでは、この計画
けいかく

で出
で

てくる「難 病
なんびょう

など」について少
すこ

し説明
せつめい

します。 
 

一般的
いっぱんてき

に「難 病
なんびょう

」というと特定
とくてい

疾患
しっかん

として国
くに

に指定
してい

されている難 病
なんびょう

のこと

を思
おも

い浮
う

かべます。ところが、この特定
とくてい

疾患
しっかん

には含
ふく

まれていないけれど、

治療法
ちりょうほう

がまだ確立
かくりつ

しておらず、社会
しゃかい

との 間
あいだ

に障 壁
しょうへき

があり、困難
こんなん

をかかえてい

る人
ひと

もいます。そのような人
ひと

もひとりひとりにあった方法
ほうほう

で支援
しえん

される対
たい

象
しょう

と

してとらえるため、この計画
けいかく

では「難 病
なんびょう

など」と表 現
ひょうげん

しています。 
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３ー７．情報
じょうほう

アクセシビリティ※のこと 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、市民

しみん
対応
たいおう

のあるすべての部署
ぶしょ

 

 

（１）目標
もくひょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が、自分

じぶん
にあった方法

ほうほう
で必要

ひつよう
な情報

じょうほう
を得

え
て、コミュニケーシ

ョンができるように、支援
しえん
の充実

じゅうじつ
をめざします。 

 

（２）現状
げんじょう

 

・市
し
では、広報

こうほう
紙
し
や選挙

せんきょ
情報
じょうほう

、障害
しょうがい

福祉
ふく し
サービスの案内

あんない
は、視覚

しかく
障
しょう
がいのあ

る人
ひと
に配慮

はいりょ
した点字

てんじ
版
ばん
や音声

おんせい
版
ばん
、 S P

エスピー
コード版

ばん
を作成

さくせい
し、ホームページについ

ては音声
おんせい

読
よ
み上

あ
げソフトに対応

たいおう
したページづくりをすすめています。 

・市
し
では、聴覚

ちょうかく
に障

しょう
がいのある人

ひと
のために手話

しゅわ
通訳者
つうやくしゃ

や要約
ようやく

筆記
ひっ き
者
しゃ
の派遣

はけん
をし

ており、年々
ねんねん

派遣
はけ ん
件数
けんすう

は増
ふ
えています。市

し
の窓口

まどぐち
にも手話

しゅわ
通訳
つうやく

のできる職員
しょくいん

や手話
しゅわ
通訳者
つうやくしゃ

を配置
はいち
していますが、市

し
役所
やくしょ

が開
ひら
いているすべての時間

じかん
に手話

しゅわ

通訳者
つうやくしゃ

を配置
はいち
することはまだできていません。 

・手話
しゅわ
通訳者
つうやくしゃ

、要約
ようやく

筆記
ひっ き
者
しゃ
など、意思

い し
疎通
そつ う
を手

て
助
だす
けする人

ひと
の養成

ようせい
は町田

まちだ
市
し
社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎか い
がおこなっています。 

・市
し
は、町田

まちだ
市
し
福祉
ふくし
のまちづくり推進

すいしん
協議会
きょうぎかい

が2010年度
ねんど
に作成

さくせい
したコミュニケ

ーション支援
しえん
ボードを、普及

ふきゅう
を目的
もくてき

として市内
しない
商店街
しょうてんがい

などに配布
はいふ
しています。 

 

 

 

※：情 報
じょうほう

アクセシビリティ：アクセシビリティとは、道具
どう ぐ
や建物
たてもの

、交通
こうつう

機関
きかん
やサービ

スなど、幅広
はばひろ

いものごとについて、さまざまな人
ひと
にとっての利用

りよう
しやすさのことを言

い

います。情 報
じょうほう

アクセシビリティとは、年齢
ねんれい

や 障
しょう
がいの有無

う む
に関係
かんけい

なく、誰
だれ
でも

必要
ひつよう

とする 情
じょう
報
ほう
に簡
かん
単
たん
にたどり着

つ
け、不自由

ふ じ ゆ う
なく使

つか
える利用

りよう
しやすさのことを言

い
い

ます。  
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（３）課題
か だ い

 

・市
し
役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

だけでなく、病院
びょういん

、金融
きんゆう

機関
きか ん
、 商 業

しょうぎょう
施設
しせ つ
などの場所

ばしょ
で、文字

も じ

情報
じょうほう

や手話
しゅわ
通訳
つうやく

などで必要
ひつよう

な情報
じょうほう

が得
え
られ、コミュニケーションをとれるこ

とがもとめられています。また、災害
さいがい
時
じ
の避難

ひなん
施設
しせ つ
においても同

おな
じような課題

かだい

があります。 

・手話
しゅわ
通訳者
つうやくしゃ

、要約
ようやく

筆記
ひっ き
者
しゃ
、コミュニケーション支援

しえん
ボードなど、コミュニケー

ションを支
ささ
える人

ひと
や手段

しゅだん
がひろく知

し
られ、障

しょう
がいのある人

ひと
がコミュニケーシ

ョンできるようにすることがもとめられています。 

 

（４）とくにがんばるとりくみ（重点
じゅうてん

施策
し さ く

） 

情報
じょうほう

提供
ていきょう

と意思
い し

疎通
そ つ う

 

・市
し
では、広報

こうほう
・ホームページなどを活用

かつよう
し、障

しょう
がいのある人

ひと
への情報

じょうほう
提供
ていきょう

を改善
かいぜん
・充実
じゅうじつ

させます。 

・市
し
役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

や病院
びょういん

や金融
きんゆう

機関
きか ん
などで、常

つね
に手話

しゅわ
などの意思

い し
疎通
そつう
の支援

しえん
がさ

れるようすすめます。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
の 状 況

じょうきょう
にあわせた多様

たよう
な情報

じょうほう
伝達
でんたつ

手段
しゅだん

によって、情報
じょうほう

を

伝
つた
え、意思

い し
疎通
そつう
がはかれるようにします。 

 

（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

情報
じょうほう

提供
ていきょう

と意思
い し

疎通
そ つ う

 

・さまざまな行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

、司法
しほう
、政治

せいじ
、選挙

せんきょ
、災害

さいがい
時
じ
などの情報

じょうほう
が、障

しょう
がいに

配慮
はいりょ
し、わかりやすく提供

ていきょう
されるように、市

し
は担当
たんとう
する行政

ぎょうせい
にもとめます。 

・民間
みんかん

事業
じぎょう

者
しゃ
に対

たい
しても、障

しょう
がいのある人

ひと
に対

たい
する情報

じょうほう
提供
ていきょう

への配慮
はいりょ

をもと

めます。 

・聴覚
ちょうかく

に障
しょう
がいのある人

ひと
の手

て
助
だす
けをする人

ひと
（手話

しゅわ
通訳者
つうやくしゃ

、要約
ようやく

筆記
ひっ き
者
しゃ
など）を

増
ふ
やします。 
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３－８．生活
せ い か つ

環境
かんきょう

と安全
あ ん ぜ ん

・安心
あ ん し ん

のこと 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：市民

しみん
協働
きょうどう

推進
すいしん

課
か
（消費

しょうひ
生活
せいかつ

センター）､防災
ぼうさい

安全
あんぜん

課
か
、 

福祉
ふく し
総務
そう む
課
か
、障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、保健所

ほけんじょ
 

 

（１）目標
もくひょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が社会

しゃかい
参加
さん か
しやすい地域

ちいき
社会
しゃかい

をめざします。 

・災害
さいがい

時
じ
に障

しょう
がいのある人

ひと
の安全

あんぜん
が守

まも
られるようなしくみや体制

たいせい
の整備

せいび
をめざ

します。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が消費者

しょうひしゃ
被害
ひが い
や犯罪

はんざい
にまきこまれないようにすることをめざ

します。 

 

（２）現状
げんじょう

 

・町田
まちだ
市
し
福祉
ふくし
のまちづくり総合

そうごう
推進
すいしん

条例
じょうれい

のもと、バリアフリー整備
せいび
をすすめて

います。 

・点字
てんじ
ブロックの上

うえ
に自転車

じてんしゃ
が止

と
まっていたり、車

くるま
いす利用

りよう
者
しゃ
優先
ゆうせん

の駐
ちゅう
車
しゃ
スペ

ースやエレベーターがスムーズに利用
りよう
できないことがあります。 

・より利用
りよう
しやすい施設

しせつ
の整備

せいび
がもとめられており、みんなのトイレ※が多機能

た き の う

化
か
されてきています。みんなのトイレにおとなが横

よこ
になれる大

おお
きさのベッドの

設置
せっち
や公共

こうきょう
プールに男女

だんじょ
別
べつ
の更衣

こうい
室
しつ
内
ない
にあるものとは別

べつ
に、介助

かいじょ
者
しゃ
と入

はい
れる

更衣
こうい
室
しつ
の設置

せっち
がもとめられています。 

・地震
じしん
災害
さいがい

時
じ
の避難

ひなん
施設
しせ つ
で必要

ひつよう
な支援

しえん
が受

う
けられない人

ひと
のために、二次

に じ
避難
ひな ん
施設
しせ つ

（福祉
ふくし
避難所
ひなんじょ

）として市内
しない
にある51施設

しせつ
と協定

きょうてい
を結

むす
んでいます。 

 
※：みんなのトイレ： 車

くるま
いす使用者

しようしゃ
、高齢者
こうれいしゃ

、妊婦
にんぷ
、乳幼児
にゅうようじ

を連
つ
れた人

ひと
、オストメイ

ト（人工
じんこう

肛門
こうもん

保有者
ほゆうしゃ

、人工
じんこう

膀胱
ぼうこう

保有者
ほゆうしゃ

）などのみんなが円滑
えんかつ

に利用
りよう
できる十 分

じゅうぶん
な

スペースを確保
かくほ
したトイレを言

い
います。市外

しがい
では「だれでもトイレ」「多目的

たもくてき
トイ

レ」「多機能
た き の う

トイレ」とも言
い
われています。  
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・障
しょう
がいのある人

ひと
は、災害

さいがい
時
じ
に、必要

ひつよう
な情報

じょうほう
が得

え
られるか、避難

ひなん
施設
しせ つ
で 障

しょう
が

いに対応
たいおう

した支援
しえん
が受

う
けられるか、日頃

ひごろ
使
つか
っている医療

いりょう
機器
き き
や住宅

じゅうたく
設備
せつ び
など

が、停電
ていでん
時
じ
に使
つか
えるかなどの不安

ふあん
があります。 

・市
し
では、災害

さいがい
が発生

はっせい
し、避難

ひなん
する時

とき
、とくに支援

しえん
の必要

ひつよう
な人

ひと
のための「避難

ひなん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

名簿
めい ぼ
」をつくり、民生

みんせい
委員
いい ん
や児童

じどう
委員
いい ん
のほか、希望

きぼう
する 町

ちょう
内
ない

会
かい
・自治会

じ ち か い
などに配布

はいふ
しています。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
が買

か
い物

もの
などでだまされたり、障

しょう
がいのある人

ひと
をねらった

犯罪
はんざい
にあうことがあります。 

 

（３）課題
か だ い

 

・バリアフリーに配慮
はいりょ

した、利用
りよう
しやすい公共

こうきょう
施設
しせ つ
の整備

せいび
を、市

し
が積極的

せっきょくてき
にお

こなうことがもとめられています。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
やその家族

かぞく
が抱

いだ
いている災害

さいがい
時
じ
の不安

ふあん
をなくすため災害

さいがい
がお

きたときのことを想定
そうてい
した準備

じゅんび
が課題

かだい
です。 

・安全
あんぜん

に運動
うんどう

ができる遊具
ゆうぐ
の設置

せっち
や 車

くるま
いす使用者

しようしゃ
の駐車

ちゅうしゃ
スペースの十分

じゅうぶん
な

確保
かくほ
などがもとめられています。 

 

（４）とくにがんばるとりくみ（重点
じゅうてん

施策
し さ く

） 

生活
せいかつ

環境
かんきょう

 

・公共
こうきょう

施設
しせ つ
のバリアフリー化

か
、車

くるま
いす使用者

しようしゃ
の駐車

ちゅうしゃ
スペースの整備

せいび
などをす

すめ、より利用
りよう
しやすくします。また、公共

こうきょう
交通
こうつう

機関
きか ん
のバリアフリー化

か
、障

しょう

がいのある人
ひと
に配慮
はいりょ
したまちづくりをすすめます。 

・歩道
ほどう
での放置

ほうち
自転車
じてんしゃ

や、点字
てんじ
ブロックの上

うえ
に物
もの
を置

お
いてしまうなど障

しょう
がいのあ

る人
ひと
にとっての障

しょう
壁
へき
をなくすために、市民

しみん
への理解

りかい
と協 力
きょうりょく

をもとめます。 
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防災
ぼうさい

対策
たいさく

 

・市
し
は、 障

しょう
がいのある人

ひと
への適切

てきせつ
な安否

あんぴ
確認
かくにん

や避難
ひなん
支援
しえ ん
がおこなえるよう、

体制
たいせい
をととのえます。 

・避難
ひなん
施設
しせ つ
などで、障

しょう
がいのある人

ひと
の特性

とくせい
に配慮

はいりょ
した支援

しえん
や情報

じょうほう
伝達
でんたつ

、意思
い し

疎通
そつう
がおこなえるように、体制

たいせい
をととのえます。 

・災害
さいがい
時
じ
や緊
きん
急
きゅう
時
じ
にも、障

しょう
がいのある人

ひと
が必要
ひつよう
な支援

しえん
を受

う
けやすくします。 

 

（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

防災
ぼうさい

対策
たいさく

 

・物品
ぶっぴん

や福祉
ふくし
用具
よう ぐ
の保管

ほかん
方法
ほうほう

など、日頃
ひごろ
の備

そな
えの大切

たいせつ
さや、避難

ひなん
施設
しせ つ
などについ

て情報
じょうほう

提供
ていきょう

をおこないます。 

・避難
ひなん
生活
せいかつ

で必要
ひつよう

な 車
くるま
いす用

よう
トイレなどの物品

ぶっぴん
を、引

ひ
き続

つづ
き避難

ひなん
施設
しせ つ
などにと

とのえていきます。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
の災害

さいがい
時
じ
の避難

ひなん
について、地域

ちいき
の中

なか
で助

たす
け合

あ
うとりくみを

支援
しえん
します。 

・二次
に じ
避難
ひなん
施設
しせ つ
を増

ふ
やすとともに、災害

さいがい
のときに、障

しょう
がいのある人

ひと
が二次

に じ
避難
ひなん

施設
しせ つ
にスムーズに移動

いどう
できるように、体制

たいせい
をととのえます。 

 

消費者
しょうひしゃ

トラブル・防犯
ぼうはん

対策
たいさく

 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
が消費者

しょうひしゃ
被害
ひが い
や犯罪

はんざい
にあわないように、情報

じょうほう
提供
ていきょう

や早期
そうき

発見
はっけん
、相談
そうだん
にとりくみます。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
が、コミュニケーションがとりにくいことなどの理由

りゆう
で不

ふ

利益
りえき
を受

う
けることのないように、警察

けいさつ
や消防

しょうぼう
を含

ふく
めた行政

ぎょうせい
職員
しょくいん

に対
たい
して、

障
しょう
がいについての理解

りかい
をすすめます。 
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３－９．差別
さ べ つ

をなくすこと・権利
け ん り

を守
ま も

ること 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、子

こ
ども家庭

かてい
支援
しえ ん
センター、教育

きょういく
センター、 

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センター、市民
しみん
対応
たいおう

のあるすべての部署
ぶしょ
 

 

（１）目標
もくひょう

 

・障
しょう
がいを理由

りゆう
とする差別

さべつ
のない地域

ちいき
社会
しゃかい

をめざします。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
への虐待

ぎゃくたい
防止
ぼう し
など、障

しょう
がいのある人

ひと
の権利

けんり
が守

まも
られる地域

ちいき

社会
しゃかい

をめざします。 
 

（２）現状
げんじょう

 

・2013年
ねん
に障害者

しょうがいしゃ
差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

という法律
ほうりつ

が制定
せいてい

されました。これは「障
しょう
が

いのある人
ひと
が不当

ふとう
な差別

さべつ
的
てき
扱
あつか
いを受

う
けることや合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ

をおこなわないこ

とは差別
さべつ
になる」とさだめたものです。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の多

おお
くは、障

しょう
がいのない人

ひと
と比

くら
べ、所得

しょとく
が少

すく
ない現状

げんじょう
があ

ります。 

・2016年
ねん
に改正

かいせい
障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよ う
促進法
そくしんほう

が施行
しこう
され、障

しょう
がいのある人

ひと
が職場

しょくば
で 働

はたら

くにあたっての障壁
しょうへき

をなくしていくことがさだめられました。 

・障
しょう
がいのある女性

じょせい
や子

こ
どもは、障

しょう
がいがあることによる差別

さべつ
に加

くわ
え、女性

じょせい
や

子
こ
どもであることによる差別

さべつ
も受

う
ける可能

かのう
性
せい
があります。 

・ 障
しょう
がいのある人

ひと
の中

なか
にも、障害者

しょうがいしゃ
差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

や「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」について知
し

らない人
ひと
がいます。 

・町田
まちだ
市
し
障
しょう
がい者

しゃ
虐待
ぎゃくたい

防止
ぼう し
センターは障

しょう
がい福祉課

ふ く し か
にあり、年間

ねんかん
25件

けん
前後
ぜん ご
の

障
しょう
がい者

しゃ
虐待
ぎゃくたい

に関
かか
わる通報

つうほう
があります。外部

がいぶ
委員
いい ん
も含

ふく
めて組織

そしき
した虐待

ぎゃくたい

防止
ぼう し
連絡会
れんらくかい

にて、関係
かんけい

機関
きか ん
と連携

れんけい
し適正

てきせい
な対応

たいおう
に努

つと
めています。 

・判断
はんだん

能力
のうりょく

が不十分
ふじゅうぶん

な人
ひと
の気持

き も
ちに寄

よ
り添

そ
って一緒

いっしょ
に 考

かんが
え、選択

せんたく
してくれる

後見人
こうけんにん

をつけることができる成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せい ど
の必

ひつ
要
よう
性
せい
が高

たか
まっています。 
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・障
しょう
がいのある人

ひと
は、利用

りよう
するさまざまなサービスについて、不満

ふまん
があっても

言
い
いにくい現状

げんじょう
があるため、社会

しゃかい
福祉協
ふくしきょう

議会
ぎか い
が福祉

ふくし
サービス利用

りよう
の苦情

くじょう
・

相談
そうだん

の窓口
まどぐち

として受
う
け付

つ
け、対応

たいおう
しています。 

・選挙
せんきょ

の決
き
まりは、公職

こうしょく
選挙法
せんきょほう

という法律
ほうりつ

で決
き
められています。選挙

せんきょ
の投票

とうひょう
の

さい、 障
しょう
がいやケガなどで自分

じぶん
で投票

とうひょう
用紙
よう し
に書

か
けない人

ひと
には、投票所

とうひょうじょ
で

代筆
だいひつ

を認
みと
めたり、特

とく
に重

おも
い 障

しょう
がいのある人

ひと
については郵送

ゆうそう
で投票

とうひょう
ができま

す。しかし、この制度
せいど
を知

し
らない人

ひと
が多

おお
くいます。また、現行

げんこう
の制度

せいど
では対応

たいおう

できず、投票
とうひょう

したくてもできない障
しょう
がいのある人

ひと
がいます。 

 

（３）課題
か だ い

 

・差別
さべつ
や虐待

ぎゃくたい
とは何

なに
かの理解

りかい
をひろげることが課題

かだい
です。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の所得

しょとく
を向上

こうじょう
する必要

ひつよう
があります。 

・ 障
しょう
がいのある女性

じょせい
または子

こ
どもの、障

しょう
がいによる不利益

ふ り え き
をなくすのと同時

どうじ

に、女性
じょせい

または子
こ
どもであることの不利益

ふ り え き
も受

う
けないようにしていかなければ

なりません。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が差別

さべつ
を感

かん
じたときに、自分

じぶん
から「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ

」をもとめる

ことができることを知
し
ってもらう必要

ひつよう
があります。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が、利用

りよう
する福祉

ふくし
サービスについての疑問

ぎもん
や不満

ふまん
をがまんせ

ず、言
い
いやすくなるようなまわりの配慮

はいりょ
が必要

ひつよう
です。 

・市
し
は、選挙

せんきょ
について、公職

こうしょく
選挙法
せんきょほう

のもとで、障
しょう
がいのある人

ひと
へできる配慮

はいりょ
を

考
かんが
えなければなりません。 
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（４）とくにがんばるとりくみ（重点
じゅうてん

施策
し さ く

） 

差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

 

・市
し
は、障

しょう
がいのある人

ひと
への差別

さべつ
を解消
かいしょう

するためのルールをつくります。 

 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

 

・子
こ
どもを含

ふく
む障

しょう
がいのある人

ひと
への虐待

ぎゃくたい
防止
ぼう し
についての理解

りかい
をさらにひろげ、

虐待
ぎゃくたい

を防
ふせ
ぎます。 

 

（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
自身
じしん
にも差別

さべつ
や権利

けんり
の理解

りかい
をひろげます。 

・障
しょう
がいについての理解

りかい
や「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ
」の大切

たいせつ
さを、ひろく知

し
らせます。 

・教育
きょういく

、雇用
こよう
をはじめとする各

かく
分野
ぶんや
での差別

さべつ
の解消

かいしょう
に向

む
けたとりくみをすすめ

ます。 

 

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

 

・虐待
ぎゃくたい

を防
ふせ
ぐことや、虐待

ぎゃくたい
されてしまった障

しょう
がいのある人

ひと
の支援

しえん
をおこない

ます。 

・虐待
ぎゃくたい

について早期
そうき
に適切

てきせつ
な対応

たいおう
ができるように、窓口

まどぐち
をわかりやすくして

周知
しゅうち
します。 

・虐待
ぎゃくたい

のあった事業所
じぎょうしょ

への指導
しどう
や職員

しょくいん
研修
けんしゅう

の情報
じょうほう

を知
し
らせることなどを引

ひ
き

続
つづ
きおこないます。 

 

権利
け ん り

を守
まも

ること 

・成年
せいねん

後見
こうけん
制度
せいど
をひろく知

し
らせるとともに、利用

りよう
しやすい環境

かんきょう
をととのえます。 
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・福祉
ふくし
サービスを利用

りよう
する障

しょう
がいのある人

ひと
の疑問

ぎもん
や不満

ふまん
には、より丁寧

ていねい
に対応

たいおう

していきます。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の中

なか
でも特

とく
に子

こ
どもや女性

じょせい
の人権

じんけん
の大切

たいせつ
さを、ひろく市民

しみん
に

知
し
らせます。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の、所得

しょとく
向上
こうじょう

に向
む
けたとりくみをすすめます。 

 

選挙
せんきょ

 

・選挙
せんきょ

事務
じ む
は、障

しょう
がいのある人

ひと
に配慮

はいりょ
して適切

てきせつ
におこないます。 

・選挙
せんきょ

の際
さい
に、障

しょう
がいのある人

ひと
にどのような配慮

はいりょ
がおこなわれているかを、障

しょう

がいのある人
ひと
や支援

しえん
する人

ひと
にひろく知

し
らせます。 

・ 障
しょう
がいが重

おも
いため、投票所

とうひょうじょ
に行

い
くことも、自宅

じたく
での直筆

じきひつ
投票
とうひょう

も 難
むずか
しいな

ど、選挙
せんきょ

の法律
ほうりつ

の谷間
たにま
にある人

ひと
の選挙権

せんきょけん
の保障

ほしょう
のあり方

かた
を考

かんが
えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム４ イエローカードを使
つか

った会議
か い ぎ

の進行
しんこう

 

ここでは、イエローカードについてご紹 介
しょうかい

します。 

この計画
けいかく

の検討
けんとう

をした、 障
しょう

がい者
しゃ

計画
けいかく

部会
ぶかい

では、 障
しょう

がいのある人
ひと

も委員
いいん

と

して参加
さんか

しているため、さまざまな配慮
はいりょ

をおこなってきました。 

例
たと

えば、右
みぎ

の写真
しゃしん

のような、会議
かいぎ

の中
なか

で 難
むずか

しい

言葉
ことば

やわからないことがあったときに挙
あ

げる「イエ

ローカード」をつくりました。発言
はつげん

の途中
とちゅう

などに、

このカードが挙
あ

げられたときは、発言者
はつげんしゃ

はよりわか

りやすい言葉
ことば

で、ゆっくりと再度
さいど

説明
せつめい

をおこなう

必要
ひつよう

があります。 

全員
ぜんいん

がきちんと会議
かいぎ

に参加
さんか

するためには、それぞ

れの 障
しょう

がいの特性
とくせい

にあわせた配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

です。 
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３－10．行政
ぎょうせい

サービスのこと 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：職員課

しょくいんか
、障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、市民

しみん
対応
たいおう

のあるすべての部署
ぶしょ

 

 

（１）目標
もくひょう

 

・市
し
職員
しょくいん

が障
しょう
がいや性

せい
別
べつ
、年齢

ねんれい
に応

おう
じた「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ

」についての正
ただ
しい知識

ちしき

をもち、障
しょう
がいのある人

ひと
も、利用

りよう
しやすい行政

ぎょうせい
窓口
まどぐち

をめざします。 

・ 障
しょう
がいのある市民

しみん
の視点

してん
からもサービスのあり方

かた
を 考

かんが
え、より多

おお
くの人

ひと
に

利用
りよう
しやすいサービスの提供

ていきょう
をめざします。 

 
（２）現状

げんじょう

 

・2013年
ねん
に障害者

しょうがいしゃ
差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

が制定
せいてい

され、不当
ふとう
な差別

さべつ
的
てき
取
と
り 扱

あつか
いの禁止

きんし
、

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をおこなうことが義務
ぎ む
づけられました。しかし、このことを知

し
らな

い人
ひと
が多

おお
くいます。 

・市
し
では、「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ

」の一
ひと
つとして、手話

しゅわ
通訳
つうやく

のできる職員
しょくいん

や手話
しゅわ
通訳
つうやく

者
しゃ

を常
つね
に配置

はいち
したり、音声

おんせい
版
ばん
の広報

こうほう
紙
し
発行
はっこう

などをおこなっています。 

・市
し
では職員

しょくいん
研修
けんしゅう

として、福祉
ふくし
施設
しせ つ
の体験

たいけん
研修
けんしゅう

や、 障
しょう
がいの理解

りかい
を深

ふか
める

研修
けんしゅう

を実施
じっし
しています。 

 
（３）課題

か だ い

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
への配慮

はいりょ
の必要性

ひつようせい
について、市

し
職員
しょくいん

が理解
りかい
し、実施

じっし
する必要

ひつよう

があります。 

・市
し
職員
しょくいん

が社会
しゃかい

情勢
じょうせい

の変化
へんか
について理解

りかい
し、 障

しょう
がいや性

せい
別
べつ
、年齢

ねんれい
に応

おう
じた

「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」の視点
してん
をもつ必要

ひつよう
があります。 

 
（４）とくにがんばるとりくみ（重点

じゅうてん

施策
し さ く

） 

行政
ぎょうせい

サービス 

・市
し
は、障

しょう
がいや「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ

」について正
ただ
しい知識

ちしき
を学

まな
ぶため、職員

しょくいん
研修
けんしゅう
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をおこないます。 
 

（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

行政
ぎょうせい

窓口
まどぐち

 

・行政
ぎょうせい

窓口
まどぐち

では、障
しょう
がいのある人

ひと
がいろいろな手続

てつづ
きをスムーズにおこなえる

よう、適切
てきせつ

な配慮
はいりょ

と支援
しえん
をおこないます。 

 

行政
ぎょうせい

サービス 

・市
し
は、イベントや講演会

こうえんかい
の開催

かいさい
などいろいろなとりくみをおこなう際

さい
に、障

しょう

がいのある人
ひと
に配慮

はいりょ
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム５ 障
しょう

がいのある人
ひと

が働
はたら

く職場
しょくば

での工夫
く ふ う

 

ここでは、市
し

役所
やくしょ

でおこなっている 障
しょう

がいのある人
ひと

が 働
はたら

くための合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

をいくつかご紹 介
しょうかい

します。 

市
し

役所
やくしょ

では、肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

で 車
くるま

いすの職 員
しょくいん

に対
たい

して、 

◇ 机
つくえ

の高
たか

さをその人
ひと

にあった高
たか

さに変
か

えられるようにしている 

◇ヘッドホン型
かた

の受話器
じ ゅ わ き

を用意
ようい

し、電話
でんわ

対応
たいおう

ができるようにしている 

◇仕事
しごと

する際
さい

によく移動
いどう

する動
どう

線
せん

の部分
ぶぶん

を、カーペットではなくつるつるのタ

イルに変更
へんこう

している 

◇執務室
しつむしつ

に入
はい

る 扉
とびら

には外側
そとがわ

にインターホンをつけ、内側
うちがわ

の人
ひと

に開
あ

けてもらえ
るようにしている 

◇ 出 張
しゅっちょう

に行
い

く際
さい

に、 車
くるま

いすのまま乗
の

れるリフト付
つき

車 両
しゃりょう

を使用
しよう

できる 

などの配慮
はいりょ

をしています。 

障
しょう

がいのある職 員
しょくいん

や職場
しょくば

の人
ひと

が困
こま

っていることを相談
そうだん

し、解決
かいけつ

する策
さく

を

一緒
いっしょ

に考え、必要
ひつよう

な変更
へんこう

や調 整
ちょうせい

をおこなっています。 
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３－11．理解
り か い

・協働
きょうどう

のこと 
 

担当
たんとう

部署
ぶし ょ
：障

しょう
がい福祉

ふくし
課
か
、教育

きょういく
委員会
いいんかい

指導課
し ど う か

、生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センター、 

市民
しみん
対応
たいおう

のあるすべての部署
ぶしょ
 

 

（１）目標
もくひょう

 

・すべての市民
しみん
・事

じ
業
ぎょう
者
しゃ
に 障

しょう
がいについての正

ただ
しい理解

りかい
をひろげ、障

しょう
がいの

ある人
ひと
と社会

しゃかい
との間

あいだ
にある障壁

しょうへき
を取

と
り除

のぞ
くことをめざします。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
もない人

ひと
も、地域

ちいき
で自分

じぶん
らしく暮

く
らしていけるために、市民

しみん

や事
じ
業者
ぎょうしゃ

、行政
ぎょうせい

がともに支
ささ
え合

あ
う地域

ちいき
社会
しゃかい

をめざします。 

・障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

をもたない発達
はったつ

障
しょう
がいの人

ひと
や難病

なんびょう
の人

ひと
などへの理解

りかい
がひろまる

ことをめざします。 

 

（２）現状
げんじょう

 

・特別
とくべつ

支援
しえ ん
学校
がっこう

がなかった頃
ころ
や、義務

ぎ む
教育
きょういく

を受
う
けられなかった時期

じ き
には、障

しょう
が

いのある人
ひと
は社会

しゃかい
に出

で
ていきにくい状 況

じょうきょう
でした。現在

げんざい
は、その頃

ころ
に比

くら
べると

環境
かんきょう

がととのい、障
しょう
がいのある人

ひと
の社会

しゃかい
参加
さん か
がすすんできました。 

・その一方
いっぽう

で、障
しょう
がいがあるため差別

さべつ
的
てき
な扱

あつか
いを受

う
けることや、グループホー

ムの建設
けんせつ

時
じ
には、近隣

きんりん
の居住

きょじゅう
者
しゃ
の反対

はんたい
を受

う
けることがあるなど、障

しょう
がいのあ

る人
ひと
に対

たい
する正

ただ
しい理解

りかい
はまだ十分

じゅうぶん
とは言

い
えない状 況

じょうきょう
です。 

・聴覚
ちょうかく

障
しょう
がい者

しゃ
団体
だんたい

は、毎年
まいねん

、市
し
の防災

ぼうさい
訓練
くんれん

に参加
さんか
し、聴覚

ちょうかく
に障

しょう
がいのある

人
ひと
への情報

じょうほう
伝達
でんたつ

やコミュニケーションの必
ひつ
要
よう
性
せい
についてアピールしていま

す。また、市
し
役所
やくしょ

では、 週
しゅう
2回
かい
、市内

しない
の 障

しょう
がいのある人

ひと
の施設

しせつ
でつくった

商品
しょうひん

などを、障
しょう
がいのある人

ひと
自身
じし ん
が販売

はんばい
する機会

きかい
を設

もう
けています。このよう

に、 障
しょう
がいのある人

ひと
が積極的

せっきょくてき
に地域

ちいき
・社会

しゃかい
に参加

さんか
し、 障

しょう
がいについての

理解
りかい
をもとめる活動

かつどう
をしています。  
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・小
しょう
・中学校

ちゅうがっこう
でおこなっている障

しょう
がいについての理解

りかい
を深

ふか
める授業

じゅぎょう
では、

実際
じっさい
に障
しょう
がいのある人

ひと
が授業
じゅぎょう

をおこなっています。 

・福祉
ふくし
の現場

げんば
で働
はたら
く人材
じんざい
が不足

ふそく
しています。 

 

（３）課題
か だ い

 

・まわりの人
ひと
や環境

かんきょう
がつくりだしている障壁

しょうへき
を少

すく
なくしていくには、多

おお
くの人

ひと

に 障
しょう
がいのある人

ひと
のことを理解

りかい
してもらえるようにしていく必要

ひつよう
がありま

す。 

・障
しょう
がい福祉

ふくし
に関
かか
わる仕事

しごと
の魅力
みりょく
を知

し
ってもらう必要

ひつよう
があります。 

 

（４）とくにがんばるとりくみ（重点
じゅうてん

施策
し さ く

） 

障
しょう

がいについての理解
り か い

 

・学校
がっこう

教育
きょういく

の中
なか
だけでなく、町内会

ちょうないかい
・自治会

じ ち か い
などのさまざまな場

ば
でも、幅広

はばひろ
い

年代
ねんだい
の市民

しみん
に障
しょう
がいについての理解

りかい
をひろげます。 

 

地域
ち い き

社会
しゃかい

への参加
さ ん か

 

・市
し
は、障

しょう
がいのある人

ひと
が積極的
せっきょくてき

に地域
ちいき
社会
しゃかい
に参加

さんか
していくことを支援

しえん
します。 

 

（５）とりくみ（その他
た

の施策
し さ く

） 

障
しょう

がいについての理解
り か い

 

・障
しょう
がいのある人

ひと
自身
じしん
がおこなう障

しょう
がいについての理解

りかい
をひろげる主体的

しゅたいてき
な

活動
かつどう
を支援

しえん
します。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
の協 力

きょうりょく
のもとでおこなってきた、小

しょう
・中

ちゅう
学校
がっこう

における障
しょう

がいについての理解
りかい
や「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ

」についての学習
がくしゅう

は、大切
たいせつ

にし、引
ひ
き続

つづ

きとりくみをひろげます。 
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・心
こころ
と環境

かんきょう
のバリアフリーをひろげ、この計画

けいかく
の目的

もくてき
と一致

いっち
するとりくみ、た

とえば「S O S
エスオーエス

ボード※1」や学習会
がくしゅうかい

、市民
しみん
参加
さん か
のイベントなど、障

しょう
がい者

しゃ

団体
だんたい
や関係
かんけい
団体
だんたい
のとりくみについて、市

し
は協 力
きょうりょく

・支援
しえん
します。 

・障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう
をもたない発達

はったつ
障
しょう
がいの人

ひと
や難病
なんびょう

の人
ひと
などへの理解

りかい
をひろげます。 

・発達
はったつ

障
しょう
がいや難病

なんびょう
など、まわりの人

ひと
たちに「見

み
えにくい障

しょう
がい」について

の理解
りかい
をひろげるとともに、ヘルプカード※2を積極的

せっきょくてき
にひろめます。 

 

関係
かんけい

する団体
だんたい

との理解
り か い

・協働
きょうどう

 

・障
しょう
がいや、それに応

おう
じた「合理的

ごうりてき
配慮
はいりょ

」の意義
い ぎ
とそのあり方

かた
について、市民

しみん

に理解
りかい
をひろげ、ともに行動

こうどう
できるよう支援

しえん
します。 

・市
し
では、障

しょう
がいのある人

ひと
を雇用

こよう
する企業

きぎょう
や、サービスを提供

ていきょう
する公的

こうてき
機関
きか ん
や

企業
きぎょう

・団体
だんたい

などに対
たい
して、障

しょう
がいについての理解

りかい
をひろげ、ともに行動

こうどう
でき

るよう支援
しえん
します。 

 

福祉
ふ く し

の人材
じんざい

確保
か く ほ

 

・障
しょう
がいについての理解

りかい
をひろげるなかで、福祉

ふくし
の魅力
みりょく

を知
し
ってもらい、障

しょう
が

い福祉
ふくし
の分野

ぶんや
で働
はたら
く人
ひと
を増

ふ
やすとりくみをすすめます。 

 

 
 

※1： S O S
エスオーエス

ボード：まちなかで 障
しょう
がいのある人

ひと
に接
せっ
する際

さい
、コミュニケーションが

とりにくかったり、パニックを起
お
こしていたり身元

みもと
がわからない場合

ばあい
などに、接

せっ
し方
かた

のヒントや連絡先
れんらくさき

を啓発
けいはつ

するチラシです。 障
しょう
がいのある人

ひと
の親
おや
の会
かい
が、 障

しょう
がい

福祉課
ふ く し か

や市内
しない
の福祉
ふくし
団体
だんたい

の 協 力
きょうりょく

を得
え
てひろめています。 

※2：ヘルプカード： 障
しょう
がいのある人

ひと
などが災害

さいがい
時
じ
や日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のなかで困
こま
ったとき

に、まわりに自分
じぶん
の 障
しょう
がいについての理解

りかい
や支援

しえん
をもとめるためのもので、緊 急

きんきゅう

連絡先
れんらくさき

や必要
ひつよう

な支援
しえん
内容
ないよう

などが書
か
いてあります。都内

とない
では、東京都

とうきょうと
が統
とう
一
いつ
の書式
しょしき

を
つくっています。  
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第
だ い

４章
しょう

 計
け い

画
か く

を実現
じ つ げ ん

するために 
市
し
は、この計画

けいかく
を基本

きほん
に、全庁的

ぜんちょうてき
に施策

しさく
にとりくむとともに、町田市

ま ち だ し
障
しょう
がい

者
しゃ
施策
しさく
推進
すいしん
協議会
きょうぎかい

と連携
れんけい
して計画

けいかく
の確実
かくじつ
な進行
しんこう
管理
かん り
をおこないます。 

（１）計画
けいかく

の進行
しんこう

管理
かん り

 

・町田市
ま ち だ し

のすべての担当
たんとう

部署
ぶし ょ
は、この計画

けいかく
の確実

かくじつ
な実現

じつげん
に向

む
けてそれぞれ検討

けんとう
を

おこない、課題
かだい
を明

あき
らかにし、主体的

しゅたいてき
にとりくみます。そして毎年度

まいねんど
、この

計画
けいかく
のすすみ具合

ぐあい
をまとめ、町田市

ま ち だ し
障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進
すいしん
協議会
きょうぎかい

に報告
ほうこく
します。 

・町田市
ま ち だ し

障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

は、障
しょう
がいのある本人

ほんにん
や関係者
かんけいしゃ

の意見
いけん
をきき、

必要
ひつよう
があると認

みと
めたときには、計画

けいかく
の変更
へんこう
や事業
じぎょう
を見直

みなお
すことを考

かんが
えます。 

・町田市
ま ち だ し

障
しょう
がい者

しゃ
施策
しさく
推進
すいしん

協議会
きょうぎかい

のもとにある各部会
かくぶかい

も、この計画
けいかく

のすすみ

具合
ぐあい
を確認
かくにん
し、積極的

せっきょくてき
に関
かか
わります。 

 

（２）関係
かんけい

する機関
きかん

などへの働
はたら

きかけ 

・企業
きぎょう

、学校
がっこう

、他
た
の関係

かんけい
機関
きか ん
などさまざまな機関

きかん
・団体

だんたい
に、この計画

けいかく
を確実

かくじつ
に

実現
じつげん
していくための協 力

きょうりょく
と支援

しえん
、参画
さんかく
をもとめます。 

・障
しょう
がいのある人

ひと
が、障

しょう
がいのない人

ひと
と同等
どうとう

に自宅
じたく
や地域

ちいき
社会
しゃかい

での生活
せいかつ

ができ

るように、国
くに
や東京都
とうきょうと

に財政
ざいせい
の支援

しえん
や制度

せいど
の拡充
かくじゅう

をもとめます。 

・法律
ほうりつ

や制度
せいど
の谷間

たにま
におかれた支援

しえん
につながっていない人

ひと
の問題

もんだい
の解決

かいけつ
を国

くに
や

東京都
とうきょうと

にもとめます。 

・障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

解消法
かいしょうほう

にもとづいて、教育
きょういく

や労働
ろうどう

・雇用
こよう
、環境

かんきょう
などについて、

国
くに
が責任

せきにん
をもって制度化

せ い ど か
し、施策

しさく
を具体化

ぐ た い か
することをもとめます。とくに、

通学
つうがく

と学習
がくしゅう

への配慮
はいりょ

、通勤
つうきん

と継続
けいぞく

して雇用
こよう
される前提

ぜんてい
となる職場

しょくば
の理解

りかい
や

配慮
はいりょ
などです。 
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資料編 
● 障がい者施策に関連する他の計画 

市が策定する行政分野の計画等で本計画の内容に関連する主なものは、次のと

おりです。これらの計画は市のホームページで閲覧することができます。また、

市政情報課で計画書を販売しています。 

 

各計画等の計画期間と担当課 

名称 計画期間 担当課 

町田市基本構想 2004～2021年度 
政策経営部 

企画政策課 

町田市基本計画 

「まちだ未来づくりプラン」 
2012～2021年度 

政策経営部 

企画政策課 

町田市新５ヵ年計画 2012～2016年度 
政策経営部 

企画政策課 

町田市教育プラン 2014～2018年度 
学校教育部 

教育総務課 

町田市特別支援教育推進計画 2015～2019年度 
学校教育部 

教育センター 

町田市生涯学習推進計画 2014～2018年度 
生涯学習部 

生涯学習センター 

町田市スポーツ推進計画 2014～2018年度 
文化スポーツ振興部 

スポーツ振興課 

新・町田市子どもマスタープラン 2015～2024年度 
子ども生活部 

子ども総務課 

町田市子ども・子育て支援事業計画 2015～2019年度 
子ども生活部 

子ども総務課 
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町田市住宅マスタープラン 2011～2020年度 
都市づくり部 

住宅課 

第４次町田市保健医療計画 2012～2016年度 
保健所 

保健総務課 

町田市地域福祉計画（第３次） 201６～2020年度 
地域福祉部 

福祉総務課 

町田市福祉のまちづくり推進計画 2012～2016年度 
地域福祉部 

福祉総務課 

町田市高齢者福祉計画 2012～2021年度 
いきいき生活部 

いきいき総務課 

第６期町田市介護保険事業計画 2015～2017年度 
いきいき生活部 

いきいき総務課 

第３次町田市男女平等推進計画 2012～2016年度 
市民部 

市民協働推進課 

町田市地域防災計画 2014年度～ 
市民部 

防災安全課 

町田市都市計画マスタープラン 2011～2020年度 
都市づくり部 

都市政策課 

町田市交通マスタープラン 2006～2030年度 
都市づくり部 

交通事業推進課 

（2016年3月現在） 
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● 年表 
障がいのある人に関わる法律や施策などの主な流れ（1993年以前※） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1993年以降はp7に掲載 
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● 第５次町田市障がい者計画検討経過 
（１）町田市障がい者施策推進協議会における報告および審議 
 期日 議題

第１回 2015年５月11日 
第５次町田市障がい者計画策定に関することの諮問
第４次町田市障がい者計画の進捗状況の報告について
第５次町田市障がい者計画策定の進め方について 

第２回 2015年７月７日 第５次町田市障がい者計画 骨子案の検討 

第３回 2015年８月20日 町田市障がい者施策推進協議会 会長の選任 
第５次町田市障がい者計画 素案の検討 

第４回 2015年10月６日 第５次町田市障がい者計画 素案の検討 

第５回 2016年１月19日 第５次町田市障がい者計画 答申原案の検討・承認 

 
（２）パブリックコメントの実施 
意見の募集期間 2015年11月１日～11月30日 
意見の募集方法 
 ◯広報まちだ（2015年11月１日号）に概要を掲載 
 ◯町田市ホームページに計画（素案）の概要等資料を掲載 
 ◯障がい福祉課（市庁舎１階）、市政情報課（市庁舎１階）、広聴課（市庁舎１
階）、男女平等推進センター（町田市民フォーラム３階）、生涯学習センター、
各市民センター、各駅前連絡所、各市立図書館、町田市民文学館、すみれ教室、
ひかり療育園での資料の閲覧および配付 

 
（３）町田市障がい者施策推進協議会 障がい者計画部会の開催 
 期日 議題

第１回 2015年７月21日 計画の理念と基本方針について分野別の課題と目標の検討 

第２回 2015年７月30日 分野別の課題と目標の検討 

第３回 2015年８月４日 分野別の課題と目標の検討 

第４回 2015年９月29日 第５次町田市障がい者計画 素案の検討について 

第５回 2015年12月16日 第５次町田市障がい者計画 素案の検討について 
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● 町田市障がい者施策推進協議会委員名簿           （敬称略） 

氏名 所属名（委員就任時） 

会長  手塚 直樹 ※１  新潟医療福祉大学 

会長  岩崎 晋也 ※２  法政大学 

職務代理  矢嶋 里絵   公立大学法人首都大学東京 

委員  井上 光晴  元名社会福祉士事務所 

委員  小野 浩  まちされん 

委員  中川 種栄  町田市医師会 

委員  石川 義洋  町田市歯科医師会 

委員  鑓溝 慶一  町田市社会福祉協議会 

委員  赤松 正美  町田市障がい者福祉懇談会 

委員  南川 岳胤  町田市社会福祉法人施設等連絡会 

委員  佐野 溢子  町田市障がい児・者親の会連絡会 

委員  安住 信子  町田市精神障害者さるびあ会 

委員  風間 博明  町田市身体障害者福祉協会 

委員  堤  愛子  町田ヒューマンネットワーク 

委員  鈴木 令乃  町田市聴覚障害者協会 

委員  田野倉 進  町田市民生委員児童委員協議会 

委員  佐藤 正志  町田商工会議所 

委員  林  伸光  町田市商店会連合会 

委員  森山 知也  東京都立町田の丘学園 

委員  後藤 洋一  町田公共職業安定所 

※１：2015年7月31日まで 

※２：2015年8月20日から 
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● 町田市障がい者施策推進協議会障がい者計画部会委員名簿 
（敬称略） 

 氏名 所属名（委員就任時） 

部会長 小野 浩 町田市障がい者施策推進協議会（まちされん）

職務代理 谷内 孝行 桜美林大学 

委員 大沼 健司 東京都立町田の丘学園 

委員 栗原 賢次 町田市身体障害者福祉協会 

委員 芹澤 和也 まちだ在宅障がい者「チェーン」の会 

委員 竹谷 早希子 FM スマイルの会 

委員 深川 知子 町田市障がい児・者「親の会」連絡会 

委員 堀 正明 とびたつ会 

委員 宮島 美彩 宮島法律事務所 

委員 三輪 洋一 社会福祉法人コメット 原町田スクエア 

委員 渡邊 賢之 町田市聴覚障害者協会 
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